
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オシロスコープにおいて、
　少なくともオシロスコープ用被観測波形入力端子とビデオ信号用入力端子を有し、該両
入力端子からの信号を共通の表示器に表示するとともに、少なくとも該ビデオ信号用入力
端子からの前記ビデオ信号のベクトルを表示する手段と、前記ビデオ信号のピクチャー表
示をする手段と、前記ビデオ信号の波形モニタ手段とを 、
　

【請求項２】
　オシロスコープにおいて、被観測信号を入力するオシロスコープ用の入力端子と、該オ
シロスコープ用入力端子に接続され被観測信号を任意のレベルに調整するアッテネータと
アンプより成るアナログ処理回路と、該アナログ処理回路により調整された被観測信号を
デジタルデータに変換する次段のＡ／Ｄ変換回路と、該デジタルデータを記憶する次段の
アクイジションメモリと、該アクイジションメモリと前記Ａ／Ｄ変換回路のサンプリング
のタイミングを制御するサンプリング制御回路と、
　前記オシロスコープ用の入力端子とは独立したビデオ信号の入力端子と、該ビデオ信号
入力端子からのビデオ入力信号と前記アナログ処理回路からの信号のいずれかを選択して
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有し
前記波形モニタ手段はローパスフィルタと、バンドパスフィルタと、フラットフィルタ

と、これら３つのフィルタのうちの一つを選択する選択手段を有し、該選択手段により、
これらフィルタの何れかを経由した前記ビデオ信号を、前記共通表示器に表示することを
特徴とするビデオ信号入力を有するオシロスコープ。



後段へ供給する第１の選択スイッチと、該スイッチにより選択された信号を入力しＲ、Ｇ
、Ｂ信号と同期信号並びにサブキャリア信号を生成するピクチャモニタ回路と、同じく前
記第１のスイッチにより選択された信号を入力しビデオクロマ信号を発生する波形モニタ
回路と、該波形モニタ回路からのビデオクロマ信号と前記ピクチャモニタ回路からのサブ
キャリア信号からＸ－Ｙベクトルデータを発生するベクトルスコープ回路と、前記アナロ
グ処理回路と前記Ａ／Ｄ変換回路の間に位置し前記オシロスコープ用入力端子に接続され
被観測信号と前記ベクトルスコープ回路からのベクトルデータと前記波形モニタ回路から
のビデオクロマ信号の内の何れかを選択して前記次段のＡ／Ｄ変換回路に供給する第２の
スイッチと、
　前記アクイジションメモリに記憶された前記データを表示用データに変換するマイクロ
コンピュータと、該マイクロコンピュータにより表示用に変換されたデータを記憶する表
示用メモリと、該表示用メモリのデータをＲ、Ｇ、Ｂ信号と同期信号とに分け後段の表示
器に供給する表示制御部と、該表示制御部からのＲ、Ｇ、Ｂ、同期信号と前記ピクチャモ
ニタ回路からのＲ、Ｇ、Ｂ、同期信号の内の何れかを選択して後段のカラードットマトリ
ックス表示器に供給することを特徴とするビデオ信号入力を有するオシロスコープ。
【請求項３】
　請求項２記載のオシロスコープにおいて、 表示データを発生するタ
イミングを制御する同期信号発生手段を有し、前記カラードットマトリックス表示器には
前記表示データに対応してドットスキャン信号を発生するドットスキャン手段と、

ＰＬＬ手段 有することを特徴とするビデオ信号入力を有するオシ
ロスコープ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ビデオ信号の表示すなわち、ビデオモニタ（ピクチャーモニタ）機能、波形モ
ニタ、ベクトルスコープの機能を有するオシロスコープに関する。
【０００２】
【従来の技術】
ビデオ信号を扱う放送局等では、ビデオモニタを使用するのはもちろんであるが、このよ
うな現場での保守作業ではオシロスコープを用いることがよくある。
このような場合、従来は、ビデオモニタとオシロスコープを併用して用いなければならな
い。
【０００３】
既に、波形モニタ、オーディオモニタ等、の機能にビデオモニタ機能を持つものが有るが
映像、音声等の簡単な観測程度の機能であり、映像機器の調整、保守用としては機能不足
であり、また、映像関連に限られた用途に限定されるものである。
【０００４】
更に、ビデオ信号を扱う放送局等ではベクトルスコープにより、種種の計測が行われる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明はオシロスコープとビデオモニタ、ベクトルスコープ、波形モニタとを共通の表示
器を使い一体化することを目的とするものである。
【０００６】
本発明の別の目的は、カラードットマトリックス平面表示器を用いたデジタルオシロスコ
ープ及びビデオモニタを兼用できる表示方法を提供するにある。
【０００７】
本発明の更に別の目的は、小型のカラードットマトリックス平面表示器を用いて、高品位
で高忠実な波形表示ができる、ビデオ入力付きデジタルオシロスコープ及びそれにおける
データ表示方法を提供するにある。
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前記表示制御部には

ドット
の走査クロック信号を前記同期信号発生手段からの同期信号に同期して発生し該ドットス
キャン手段に出力する を



【０００８】
本発明の更に他の目的はカラーテレビ用のＴＦＴ－カラーＬＣＤを用いたビデオ入力付き
デジタルオシロスコープを提供することである。
【０００９】
更に、本発明は、デジタルオシロスコープに前記ビデオ入力信号に関し、波形モニタとベ
クトルスコープとしての機能を持たせたものである。これにより、従来種種の計測機器を
必要とした、ビデオ信号関係の計測、測定に特に有効で、小型軽量化が可能なデジタルオ
シロスコープを提供するものである。
【００１０】
更に、本発明は、ベクトルスコープ、波形モニタ等において、輝度の階調表示を可能とし
、より自然な表示を可能にすることを目的とするものである。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明はこのような問題点を解決するため、オシロスコープにおいて、少なくともオシロ
スコープ用被観測波形入力端子とビデオ信号用入力端子を設け、必要に応じて切り変え使
用し、共通する表示器に表示できるようにしたものである。
更に、このビデオ信号用入力端子に入力したビデオ信号からビデオ信号特有の、ビデオ信
号の波形モニタ、ベクトルスコープおよびピクチャーモニタ（ビデオモニタ）機能を有し
、使用できるようにした。また、必要に応じてオシロスコープ入力端子に入力したビデオ
信号をビデオ信号処理手段を経由するように、切替手段を設けたものである。
【００１２】
また、本発明はオシロスコープにおいて、前記ビデオ信号と被観測波形の平面表示器とし
て、カラードットマトリックス平面表示器を用いたことを特徴とするビデオ信号入力を有
するオシロスコープである。
【００１３】
このオシロスコープには、表示データを発生するタイミングを制御する同期信号発生手段
を有し、前記カラードットマトリックス表示器には前記表示データに対応してドットスキ
ャン信号を発生するドットスキャン手段と、該ドットスキャン手段から発生するドットの
走査クロック信号を前記同期信号発生手段からの同期信号に同期して発生するＰＬＬ手段
を有する。
【００１４】
また、このオシロスコープのオシロスコープ部には、被観測信号を任意のレベルに変換す
るアナログ処理回路と、該アナログ処理回路により任意のレベルに変換された被観測信号
をデジタルデータに変換するＡ／Ｄ変換回路と、該Ａ／Ｄ変換回路により変換されたデジ
タルデータを記憶するアクイジションメモリと、該アクイジションメモリと前記Ａ／Ｄ変
換回路のサンプリング動作を制御するサンプリング制御回路と、前記アクイジションメモ
リに記憶された前記データを表示用データに変換するマイクロコンピュータと、該マイク
ロコンピュータにより表示用に変換されたデータを記憶する表示用メモリと、該表示用メ
モリのデータをＲ、Ｇ、Ｂ信号と同期信号とに分け後段の表示器に供給する表示制御部と
を有する構成とすることもできる。
【００１５】
また、本発明のオシロスコープにおいては、前記ビデオ信号のベクトル表示と波形モニタ
表示は階調表示を施すようにしてもよい。更にこれは通常のオシロスコープ波形表示に使
用することもできる。
【００１６】
本発明に使用するカラーマトリックス表示器は、オシロスコープ部からの表示データを発
生するタイミングを制御する同期信号に対応してドットの走査クロック信号を発生するＰ
ＬＬ手段を有する。また、このカラードットマトリックス表示器は、マトリックスを構成
する各色のドット単位に表示データを与えるようにした。
【００１７】
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このような構成のため、オシロスコープ用被観測波形入力端子には通常のオシロコープと
して被観測信号を入力し、観測できるようにすると共に、ビデオ信号用入力端子からは、
ビデオカメラ、その他のビデオ機器からの信号を入力できる。必要に応じて、スイッチの
切り替えにより、その場でモニタ画面、オシロスコープ画面どちらでも観測することがで
きる。
【００１８】
ピクチャモニタ機能とビデオモニタ端子を有するオシロスコープ。ピクチャモニタ機能、
ベクトルスコープ機能、波形モニタ機能とを有するビデオモニタ端子付オシロスコープが
実現する。更に、本発明では、オシロ機能、ビデオ機能で共通する表示器を用いるため、
ピクチャモニタ機能とオシロスコープの表示のどちらにも適した平面状ドットマトリック
スカラー表示器の駆動方法を提供する。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下本発明の実施例について詳細に説明する。
【００２０】
なお、以下の説明では
実施例１：ピクチャモニタ機能とビデオモニタ端子を有するオシロスコープ。
【００２１】
実施例２：ピクチャモニタ機能、ベクトルスコープ機能、波形モニタ機能とを有するビデ
オモニタ端子付オシロスコープ。
【００２２】
実施例３：ピクチャモニタ機能とオシロスコープの表示のどちらにも適した平面状ドット
マトリックスカラー表示器の駆動方法。
【００２３】
実施例４：ピクチャモニタ機能とオシロスコープの表示のどちらにも適した平面状ドット
マトリックスカラー表示器の駆動方法を用い、表示用メモリにＶＲＡＭを用いたオシロス
コープ。
【００２４】
実施例５：ピクチャモニタ機能とオシロスコープの表示のどちらにも適した表示方法によ
り駆動するＬＣＤ表示器を用い、表示用メモリにＶＲＡＭを用いたピクチャモニタ機能、
ベクトルスコープ機能、波形モニタ機能とを有するビデオモニタ端子付オシロスコープ。
【００２５】
実施例６：ピクチャモニタ機能とオシロスコープの表示のどちらにも適した表示方法によ
り駆動するＬＣＤ表示器を用い、表示用メモリにラインメモリを用いた、ピクチャモニタ
機能、ベクトルスコープ機能、波形モニタ機能とを有するビデオモニタ端子付オシロスコ
ープ。
【００２６】
の順に従い説明する。
【００２７】
実施例１　ビデオモニタ端子を有するオシロスコープ
以下に、本発明によるビデオ信号入力付きデジタルオシロスコープ及びそれにおけるデー
タ表示方法の実施例を添付図面を参照して詳細に説明する。
【００２８】
初めに、本発明によるビデオ信号入力付きオシロスコープの概略的な構成と動作について
説明する。図１は本発明のビデオ信号入力付き入力１チャネルのオシロスコープの全体構
成図である。この動作の概略を簡単に説明する。
【００２９】
１００１はオシロスコープ側回路のブロックで、アナログ処理回路１に被観測入力信号端
子１００４を介して、被観測入力信号ｉが入力され、このアナログ処理回路１によってこ
の信号は一定範囲の振幅レベルに処理される。次に、アナログ処理回路１からＡ／Ｄ（ａ
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ｎａｌｏｇ－ｔｏ－ｄｉｇｉｔａｌ）変換器２に入力した被観測信号は、サンプリング制
御回路５からの表示画面の１ディビジョン（ｄｉｖｉｓｏｎ）当りの表示時間幅と表示デ
ータ点数に対応したサンプリングクロックｆにより、デジタル化され、アクイジションメ
モリ３に記憶される。このアクイジションメモリ３の内容のうち表示に対応して、必要部
分が表示用メモリ４に書き込まれ、その後表示制御部（表示データ出力部、極性反転回路
を含む）９を経由して文字信号（ここで文字信号とは、オシロスコープのタイムレンジ、
ボルトレンジ等の設定値や測定値等の文字で画面上に表示される情報のためのデータ信号
である）と共に線順次走査によりカラードットマトリックス平面表示器７に表示される。
マイクロコンピュータ（以下単にＣＰＵと表現する）８は全体の動作を制御する。
【００３０】
尚、アクイジションメモリ３への被観測信号の書き込みはサンプリング制御回路５からの
書き込み制御信号によりなされ、読みだしはＣＰＵ８からの読み出し制御信号によりサン
プリング制御回路５経由で行われる。また、波形表示用メモリ４への被観測信号の書き込
みはＣＰＵ８からの書き込み制御信号により、読みだしは表示データ発生部である表示制
御部９からの読みだし制御信号によりなされる。
【００３１】
表示用メモリ４には被観測信号であるサンプリングされた表示のための波形データがスト
アされている。
【００３２】
１００５はビデオ信号入力端子、１００２はビデオ信号入力ブロックで、ビデオクロマ信
号処理回路１０２１にビデオ信号入力端子１００５を介して、被観測複合映像入力信号ｊ
が入力され、周知のビデオクロマ信号処理回路２１によって、この信号は復調されて、Ｒ
ＧＢ信号に変換される。なお、図１の例ではγ補正回路はビデオクロマ信号処理回路１０
２１に内蔵されているものとする。また、一方、周知の同期再生回路１０２２によって、
水平同期信号ＨＳ、垂直同期信号ＶＳが再生される。
【００３３】
１００３は表示切変回路で、表示切変回路１００３により、オシロスコープ１００１側の
Ｒ、Ｇ、Ｂ、ＨＳ、ＶＳ信号か、ビデオ信号入力ブロック１００２側のＲ、Ｇ、Ｂ、ＨＳ
、ＶＳ信号のどちらかが選択され、カラードットマトリックス平面表示器７に入力される
。信号の選択は例えば、ＣＰＵ８のポートより制御し、表示切変回路１００３はアナログ
スイッチで構成する。
【００３４】
この結果、１つのカラードットマトリックス平面表示器７上にオシロスコープの表示とビ
デオ映像の表示が可能となる。つまり、ピクチャモニタ機能を有するオシロスコープを提
供することができる。
【００３５】
実施例２　ピクチャモニタ機能、ベクトルスコープ機能、波形モニタ機能とを有するビデ
オモニタ端子付オシロスコープ。
【００３６】
次に、ビデオモニタ端子を有し、ピクチャモニタ、波形モニタ、ベクトルスコープ機能を
有する２チャンネル入力のオシロスコープについて説明する。
【００３７】
図１の実施例すなわちピクチャーモニタに加え、更に、波形モニタ、ベクトルスコープ機
能を有するビデオ回路を設けたＬＣＤオシロスコープの実施例について図２を用い説明す
る。同図においては、図１におけるアナログ処理回路の構成の一例をより詳細に示してい
る。
【００３８】
図１と同一の符号は同一物を示す。１０００はピクチャーモニタ回路、波形モニタ回路、
ベクトルスコープ回路を有するビデオ回路である。
【００３９】
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１０１０ａはオシロスコープチャネル１の入力端子、１０１０ｂはオシロスコープチャネ
ル２の入力端子である。１１１４は信号切換回路でビデオ信号入力端子１００５からの信
号、オシロＣＨ１からの信号及びオシロＣＨ２からの信号のいずれかを選択する。１１１
５はビデオ回路１０００のバッファアンプで入力信号を所定の信号レベルにするものであ
る。また、表示制御回路９０（極性反転回路を持たない）と表示切換器１００３の間にあ
る１１３１はＤ／Ａ変換回路により構成される階調回路である。なお、表示制御部９０と
カラードットマトリックス平面表示器７については後に詳細に説明する。
【００４０】
はじめに波形モニタ回路の動作について説明する。
【００４１】
１００６は波形モニタ用回路でバンドパスフィルタ、ロウパスフィルタ、フラットフィル
タおよび選択スイッチで構成される回路で、いずれかのフィルタを経由した信号が出力さ
れる。この詳細ブロックは図３に示す。ここで、バンドパスフィルタ１２０６（一例とし
てＮＴＳＣでは３．５８ＭＨｚ）は、映像信号のクロマ信号成分を通過させるフィルタで
ある。ロウパスフィルタ１１０６は、輝度成分を通過させるフィルタである。フラットフ
ィルタ１３０６は、クロマ信号成分と輝度信号成分を通過させるフィルタである。このフ
ラットフィルタは単なるスルー回路でもよい。前段で高域成分（例えば１０ＭＨｚ以上）
が除去されていれば必要ない。なお、このようなフィルタ回路はそれ自体は周知の技術で
あるため、ここでの詳細な説明は省略する。更に、このような各フィルタはビデオ信号特
有の波形観測に適した信号を抽出するものであればよく、これらに限定されるものではな
く、また、必要に応じて省略してもよい。なお、スイッチ１４０６はＣＰＵ８により制御
（ＣＰＵ８からの信号線は図示せず）される。
【００４２】
このフィルタ回路により構成された波形モニタ回路１１０６から出力された信号は、信号
切換器１１１６ａ、１１１６ｂを介し、Ａ／Ｄ変換回路２ａ、Ａ／Ｄ変換回路２ｂに入力
され、アクイジションメモリ３ａ、アクイジションメモリ３ｂにいったん格納され、次に
、ＣＰＵ８によりビットマップデータ変換処理をして表示用メモリ４に格納される。更に
、階調処理回路１１３１、切替回路１００３、ガンマ補正極性反転定回路１１３２を経て
、カラードットマトリックス平面表示器７に表示される。
【００４３】
このビットマップデータ変換処理、階調データ処理については後で詳しく説明する。
【００４４】
ここで、例えば、図１では、カラードットマトリックス平面表示器７はアナログＲＧＢ信
号入力タイプのＬＣＤモジュール（ＴＦＴ専用映像信号入力タイプモジュールにガンマ補
正、極性反転増幅、対抗信号発生の各回路を内蔵したもので、アナログＲＧＢ信号と同期
信号を入力するタイプ）の場合であるが、ＴＦＴ専用映像信号入力タイプＬＣＤモジュー
ル（ＴＦＴ液晶パネルにゲートドライバ、ソースドライバ、およびコントローラを内蔵し
たもので、１Ｈ、１Ｖごとに極性反転するＲＧＢ信号、対抗信号と同期信号を入力するタ
イプ）を使用する場合には、　図２に示すよう、例えば、ビデオクロマ信号処理回路１０
２３の後段にはガンマ補正極性反転回路を追加する。
【００４５】
次に、ベクトルスコープ回路の動作について説明する。
【００４６】
１００７はデモジュレータ１１０７、１２０７と９０°位相遅延回路１３０７よりなるベ
クトルスコープ用回路である。このベクトルスコープ回路１００７には波形モニタ回路１
００６のバンドパスフィルタ回路１２０６から映像信号のクロマ信号成分ＣＨＲが入力さ
れ、ピクチャーモニタ回路１００８からはサブキャリヤ信号が入力される。なお、ピクチ
ャーモニタ回路１００８は実質的に先の図１の実施例にて説明したビデオ信号入力ブロッ
ク１００２と同一である。例えば、市販のＩＣ東芝製ＴＡ８６９５ＡＦ等である。
【００４７】
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ベクトルスコープ用回路１００７はＸ軸信号とＹ軸信号によるベクトルを発生出力、表示
する周知の回路である。ピクチャーモニタ回路１００８から出力されるサブキャリア信号
ＳＵＢで波形モニタ回路１００６からのクロマ信号ＣＨＲが復調され得られる。Ｙ軸信号
はピクチャーモニタ回路１００８から出力されたサブキャリア信号ＳＵＢを９０°遅延さ
せた信号でクロマ信号ＣＨＲを復調して得られる。なお、ベクトルスコープそれ事態は周
知であるため、より詳細な説明は省略する。
【００４８】
これらＸ軸、Ｙ軸信号はそれぞれ信号切替回路１１１６ａと１１１６ｂを介し、それぞれ
Ａ／Ｄ変換回路２ａとＡ／Ｄ変換回路２ｂとに入力され、オシロの被観測信号同様にそれ
ぞれのアクイジションメモリ３ａと３ｂに格納される。このアクイジションメモリに格納
されたデータは、ＣＰＵ８により読みだされ、ソフトウェア処理によりＸ－Ｙデータ変換
処理、ビットマップデータ変換処理をへて階調処理回路１１３１により階調データ処理を
して表示用メモリ４に転送格納される。
【００４９】
表示用メモリ４に格納されたデータは表示制御回路９の読みだしクロックにより読みださ
れ、カラードットマトリックス平面表示器７のドット表示データに変換される。なお、こ
の動作については後で詳細に説明する。表示器７のドット表示用に変換されたデータは、
階調回路１１３１により、階調信号に変換され、表示切替器１００３を経由して、γ補正
極性反転回路１１３２に入力される。同回路のγ補正部では、入力信号レベルと表示器発
光輝度が所定の指数変化になるようレベル変換され、極性反転部では表示器のライン周期
、フレーム周期ごとに信号極性が反転される。この信号が表示器に入力され、ベクトルが
表示される。なお、このγ補正極性反転回路１１３２としては、例えば、東芝製ＩＣＴＡ
８６９６Ｆ等がある。
【００５０】
図２の実施例ではこのように図１の場合と異なり、ピクチャモニタ回路１００８のビデオ
クロマ信号処理回路１０２３にはγ補正回路を含まない
次に、ビットマップデータ変換処理、階調データ処理について説明する。
【００５１】
なお、このビットマップデータ変換処理、階調データ処理は前に述べた波形モニタ、ベク
トルスコープ表示、さらにオシロコープ表示のときにも使うことができる。
【００５２】
アクイジションメモリ３ａ、３ｂに記憶された波形データはそのままではカラードットマ
トリックス平面表示器７に表示することはできないため、表示画面に対応したビットマッ
プデータに変換する必要がある。この実施例では、このときにビデオ波形やベクトルデー
タ等の表示データがより自然な波形に見えるよう、データの重ね書きを行う。
【００５３】
すなわち、アクイジションメモリ３ａ、３ｂから読み込んだ波形データをソフトウェア処
理でビットマップデータに変換する時に、表示画面に対応した各ビットにおいて、前回の
ビットマップデータをそのビットに対応する位置ごとに加算する。つまり、表示器７上で
は、何回も加算されたビットに対応する位置は明るく表示され、加算回数が少ないビット
は暗く表示されるようにする。
【００５４】
例えば２ビットの階調表示をする場合、明るさすなわち輝度は、４段階に変化する。つま
り、表示メモリ４から読みだされたビットマップデータを図４に示す階調処理回路１１３
１でＤ／Ａ変換することにより、４階調の表示データとすることができる。いうまでもな
く、３ビット以上の階調表示も可能で、この場合、表示波形はより自然なものとなる。
【００５５】
図４はこの階調回路（Ｄ／Ａ回路）１１３１の構成の一例示す。同図において、１１３１
Ｒ１と１１３１Ｒ２は抵抗で、その抵抗値は１１３１Ｒ２は１１３１Ｒ１の２倍の値とす
る。なお、同図は表示器７のＲＧＢの内のＢ（青色）についてのみ示している。
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【００５６】
階調表示データは、階調表示データを単に加算するだけではいつかすべてのビットが最大
値となってしまうので有限の重ね書き表示を併用する。有限の重ね書き表示とはビットマ
ップデータの加算回数をｔとしてｔが有限の重ね書き数（一度に表示するビットマップデ
ータの数）を超えたら一番古いビットマップデータを捨て新しいビットマップデータを加
算することを繰り返すような表示である。
【００５７】
例えば、１水平走査期間の映像信号波形を１フィールド分重ねて表示するような場合、各
１水平走査期間の波形が持つ情報が発生頻度に応じて、明るさの違いとなって表れる。つ
まり、それはアナログ表示に近い表示をすることである。映像信号は、表示期間及び表示
されない期間（ブランキング期間）すべてが違う情報を持った信号である。このため、す
べての情報をモニタしたいという要求に応じることができる。このような表示は、通常の
デジタルオシロスコープでは行うとができない。デジタルオシロスコープの表示輝度は一
定である。
【００５８】
次に、この図２の実施例においては、波形モニタ、ベクトルスコープ、ピクチャー表示機
能のときに、ビデオ専用入力１００５を経由せずに、オシロスコープ入力端子１０１０ａ
、１０１０ｂからオシロスコープのアナログ処理回路１を経由した信号を表示するときの
動作について説明する。この実施例の特徴の１つとしては、オシロスコープのアナログ処
理回路１を経由した信号を選択することのできる切換え手段１１１４を有している点にあ
る。
【００５９】
このため、オシロスコープのアナログ処理回路１の出力から信号の入力が可能になり、例
えば、映像信号を通常のオシロスコープとして観測していたときでも、ビデオ機能を使用
する場合、スイッチを切り換えるだけで、入力端子の接続を変更する必要がない。つまり
、オシロスコープとしての波形表示から簡単に、波形モニタ、ベクトルスコープ、ピクチ
ャー表示をすることができる。
【００６０】
更に、通常、波形モニタ、ベクトルスコープ、ピクチャーモニタ等は、１Ｖｐ－ｐ、７５
Ωの信号インターフェースで入力するようになっていて映像機器の信号モニタ専用となっ
ている。しかし、映像機器の保守サービスでは、映像機器の内部を観測することが必要で
あるが内部回路では必ずしも１Ｖｐ－ｐ、７５Ωでなく様々な信号レベル及びインピーダ
ンスである。このため、通常の１Ｖｐ－ｐ、７５Ωのビデオ信号専用入力では観測ができ
ない。しかし、オシロスコープのアナログ処理回路１を経由する入力接続手段を設けるこ
とにより信号レベル及びインピーダンスに関係なく波形モニタ、ベクトルスコープ、ピク
チャー表示をすることが可能となる。
【００６１】
実施例３：ピクチャモニタ機能とオシロスコープの表示のどちらにも適した平面状ドット
マトリックスカラー表示器の駆動方法。
【００６２】
つぎに、このような実施例に最適な、いわゆるＡＶ用ＬＣＤ（つまりテレビジョン受像器
用のＬＣＤ）を使用するための技術について説明する。
【００６３】
テレビジョン受像器用のＬＣＤは当然のことながら、ピクチャモニタ用の画面表示として
用いた場合は、本来の使用目的に適ったものであるため、なんら問題はない。このため、
本発明の最適な実施例のオシロスコープでは、テレビジョン受像器用のＬＣＤ、いわゆる
ＡＶ用ＬＣＤを用いている。一方、コンピュータ用モニタ表示器に用いられるいわゆるＯ
Ａ用のＬＣＤはデジタルデータ表示用であるため、オシロスコープの波形表示用としては
問題ないがこれにテレビジョン画面を表示する場合には信号変換等の処理が必要となる。
また、前記ＡＶ用ＬＣＤはオシロスコープの波形表示用としては解像度の点で問題があり
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、使用することができない。
【００６４】
以下に説明する実施例はこのような問題を解決し、ピクチャモニタに最適なＡＶ用ＬＣＤ
をオシロスコープの表示器としても十分用いることができるようにしたものである。以下
詳細に説明する。
【００６５】
オシロスコープは、周知のように、従来からその表示器としてブラウン管（カソードレイ
チューブ（ＣＲＴ）とも言われている）が使用されてきた。
【００６６】
例えば、カラーＣＲＴを用いたものあるいはＣＲＴの前にカラー液晶シャッターを設けた
オシロスコープが提案されている（例えば、特開昭５３－８４７８９、特開昭５４－８５
６６、実開昭５８－１４１７１）。このようなオシロスコープを用いれば、波形を表示チ
ャネルごとに色別表示でき大変に観測しやすい。
【００６７】
しかし、ブラウン管はその管面の大きさに比し電子銃までかなりの長さを必要とし、オシ
ロスコープの小型化を阻んでいる。
【００６８】
一方、小型軽量化を図ったオシロスコープとして、液晶表示器（以下ＬＣＤと称す）を用
いたデジタルオシロスコープが提案されている。これらはモノクロＬＣＤを用いたもので
ある。例えば、特開平４－１４３６６４にはアクティブマトリクス方式のＬＣＤを表示装
置として使用したデジタルオシロスコープにおいて記載されている。この発明は、画素電
極群を駆動するスイッチ素子をシリコン単結晶薄膜層によりデバイス内に形成し、オシロ
スコープに使用可能なＬＣＤを提案するものである。しかし、これらは、オシロスコープ
専用のモノクロで、当然カラー表示はできない。
【００６９】
ところでカラー表示を行なう場合には、コンピュータの画面表示用のＬＣＤ（所謂ＯＡ用
ＬＣＤ）を用いるか、あるいは所謂オーディオ・ビジュアル（ＡＶ）用と称されるカラー
ドットマトリックス平面表示器を用いてこれに観測波形等のデータを表示させることにな
る。
【００７０】
ところが、ＯＡ用ＬＣＤは波形の表示位置に対応して表示色を指定できるが３ドット（Ｒ
ＧＢ）で１画素のアクセスとなるため、画面が小さくなるほど、必要とする水平方向の分
解能が不足して来る。また、１ドットを小さく作るには、加工精度上問題が多い。さらに
これは非常に高価であり、サイズが大きく、オシロスコープを小形化することができない
。
【００７１】
ＯＡ用ＬＣＤは先に説明したようにビデオ入力をそのまま入力することができない。すな
わち、アナログデジタル変換を必要とするばかりでなく。シリアルデータをパラレルに変
換、階調の処理等の必要が生じる。
【００７２】
一方、前述の所謂ＡＶ用（テレビジョン受像器用）と称するアクティブマトリックス方式
のＬＣＤを用いた場合にはビデオモニタつまりピクチャーモニタ表示としての動作は本来
の目的に適っているので、何ら問題はない。しかしながら、これを従来と同じ制御方式（
ＣＲＴディスプレイ等と同様の制御）でオシロスコープの波形表示用あるいは波形モニタ
として用いた場合、１ライン毎の表示制御、すなわち、水平同期信号に基づく表示制御に
よるため、表示データに対しある所ではＬＣＤの１画素が光り、ある所ではＬＣＤの２画
素が光るような現象が発生し、水平方向の表示品位が劣化する。
【００７３】
特にオシロスコープ用に小型のカラードットマトリックス平面表示器を使用すると水平方
向の画素数が少ないため、表示波形のなめらかさ等の表示品位が悪くなる。
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【００７４】
ここで、ＯＡ（ｏｆｆｉｃｅ　ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ）用のカラードットマトリックス平
面表示器とは、表示器を制御する表示制御部からクロック（即ち、外部クロック）及び該
クロックに同期した画像データを受けて画素の駆動とスキャンを該クロックによりタイミ
ング制御して表示を行うものをいう。
【００７５】
一方、ＡＶ用のカラードットマトリックス平面表示器とは、外部より加えられる映像信号
（ＶＩＤＥＯ）によりサンプリングとスキャンを行うもので、周波数シンセサイザ（例え
ばＰＬＬ等）を有し、該シンセサイザからのクロック信号により映像を表示するものであ
る。
【００７６】
本発明の実施例のビデオ入力付きオシロスコープは実際に使用される状態を考慮すると、
小型、軽量であることが望ましい。このため、表示器としてはＬＣＤ等の平面表示器が適
している。以下の説明はこのような実施例として表示器にカラードットマトリックス平面
表示器を用いたことを特徴とし、更に最適には前記ＡＶ用カラードットマトリックス平面
表示器を用いたものである。
【００７７】
本実施例は、ビデオ入力オシロスコープにおいて、オシロスコープ、波形モニタ、ベクト
ルスコープとしての動作時に、波形表示用のカラードットマトリックス表示器へ供給する
水平同期信号をつくっている分周値（水平同期信号の分周は表示信号発生部からの表示信
号のクロック周波数からつくる）を前記波形表示用のカラードットマトリックス表示器の
内部水平同期信号をつくっている分周値（内部水平同期信号の分周は走行クロック周波数
からつくっている）と整数倍の関係にしたものである。
【００７８】
これにより、波形モニタ、ベクトルスコープ、オシロスコープとしての動作時にも、表示
すべき座標点（表示データ点）を少なくとも２ドット以下の単位で制御でき、高精細な表
示が可能となる。
【００７９】
波形モニタ、ベクトルスコープやオシロスコープとしての動作時に、本発明は従来Ｇ、Ｒ
、Ｂの３ドットで１画素として、座標を与え、その１画素単位で制御していたものを、Ｒ
またはＧ、またはＢの各ドット又はこれらを組み合せた２ドットに、又は、隣接する画素
のドットとの組み合せに対し、各１つの座標を与えドット単位で制御するようにしたもの
である。
【００８０】
なお、図４４、４５は参考として示した従来の通常のＬＣＤ表示方法を説明する図である
。両図はＬＣＤ表示画面の一部を拡大して示したもので、図４４の例はＲ、Ｇ、Ｂのドッ
トは横方向に配列されており、この場合の制御はＲ１、Ｇ１、Ｂ１、Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２…
のように３ドットで１画素となっている。このような制御で斜めの直線を表示すると同図
に示すようものとなる。図４５の例はＲ、Ｇ、Ｂのドットがデルタ配列されており、図示
の例は図４４と同じく、Ｒ、Ｇ、Ｂの３ドットで構成された１画素の制御の基で、水平方
向の直線を表示したものである。
【００８１】
初めに、本実施例におけるカラーＬＣＤの制御について図５を用いて説明する。
【００８２】
同図において、カラードットマトリックス平面表示器は例えばカラー液晶表示器（ＬＣＤ
）７０であり、カラーＬＣＤ用ドットスキャン（ｓｃａｎｎｉｎｇ）回路１０、周波数シ
ンセサイザー例えばｐｈａｓｅ－ｌｏｃｋｅｄ－ｌｏｏｐ（ＰＬＬ）回路２５、インバー
タ２９、カラーＬＣＤ表示部６０を有する。ＰＬＬ回路２５は、周波数ｆｓのカラードッ
トスキャンクロック１４を発生する電圧制御発振器（ＶＣＯ）１１、該クロック１４の周
波数ｆｓを分周比Ｎｓ（Ｎｓ：例えば６４５）で分周する分周器１２、分周器１２の出力
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信号１５（ＳＨ：周期ｔＨＳ）と表示制御部９００からの周期ｔＨの水平同期信号２０（
ＳＨ）の位相を比較して、その偏差をＶＣＯ１１に出力する位相比較器１３を有する。Ｌ
ＣＤドットスキャン回路１０は表示制御部９００からの表示データ２４Ｂ、２４Ｇ、２４
Ｒをスキャンクロック１４及び該クロック１４をインバータ２９を介して与えられるスキ
ャンクロック１４’とに応じてカラーＬＣＤ表示部６０の画素に与える。分周器１２の出
力信号１５は水平同期信号ＳＨとしてドットスキャン回路１０に与えられ、後述する垂直
同期信号７０と共に該回路１０での波形データの線順次走査に使用される。尚、該水平同
期信号ＳＨはスキャンクロック１４、１４’に同期していればよく、他の方法で発生して
も良い。垂直同期信号ＳＶは分周器１７で作られ、カラーＬＣＤ７０のＬＣＤドットスキ
ャン回路１０に供給される。
【００８３】
次に表示制御部９００について説明する。
【００８４】
　ビデオ入力付きオシロスコープの表示制御部９００は、同期信号発生回路１６と色制御
を行う３相タイミング発生回路２２を有する。同期信号発生回路１６は、周波数２ｆｄ（
例えば２０ＭＨｚ）のクロック信号２６、周波数ｆｄのクロック信号１９等を発生するク
ロック発生回路５１と、クロック信号１９を分周比Ｎｄ（例えば６４５）で分周してクロ
ック信号（水平同期信号ＳＨ’）２０を出力する分周器１７と、クロック信号２６に基づ
き３相の Ｂ CLK、Ｇ CLK、 RCLKを発生する３進カウンタ１８と、この３進カウ
ンタ１８からの３相クロック信号に応答して順次青、緑、赤の表示データ２４Ｂ、２４Ｇ
、２４Ｒを出力する３相タイミング発生回路２２を有する。カラーＬＣＤ７０に与えられ
るこの垂直同期信号と、上記水平同期信号２０により、表示制御部９００における表示デ
ータ出力タイミングとカラーＬＣＤ７０におけるベクトルや波形の表示タイミングが同期
されることとなる。３相タイミング回路２２の詳細については後述する。
【００８５】
なお、表示用メモリ４に供給されるデータは従来から周知のオシロスコープにおける表示
データと同一であるため、詳細な説明は省略する。
【００８６】
次にカラーＬＣＤ７０、表示制御部９００の動作について説明する。
【００８７】
本発明においては、表示制御部９００において発生される、表示データ２４Ｂ、２４Ｇ、
２４Ｒの出力タイミングを決定する（同期した）水平同期信号ＳＨ’２０をカラーＬＣＤ
７０に与える。カラーＬＣＤ７０のＰＬＬ２５においては該水平同期信号２０に同期した
該表示データ２４Ｂ、２４Ｇ、２４Ｒ用のスキャニングクロック信号１４、１４’を作成
している。
【００８８】
更に、本実施例においては表示制御部９００からの水平同期信号ＳＨ’２０の周期ｔＨと
カラーＬＣＤ７０内のＰＬＬ回路内の分周器１２の出力信号１５（水平同期信号ＳＨ）の
周期（ｔＨｓ）は等しい。すなわち、図５に示すカラーＬＣＤ７０のＰＬＬ回路２５のカ
ラーＬＣＤ用ドットスキャンクロック１４、１４’の周波数ｆｓ、及びカラーＬＣＤ内部
の信号（水平同期信号）１５の周期ｔＨＳ及びそれを作っている分周器１２の分周比Ｎｓ
の関係がｔＨＳ＝ 1/fs×Ｎｓであることに着目し、ビデオ入力付きオシロスコープの表示
制御部９００の同期信号発生回路１６で発生する水平同期信号２０の周期ｔＨ及びそれを
作っている分周器１７の分周比Ｎｄとクロック信号１９の周波数ｆｄの関係を１／ｆｄ×
Ｎｄ＝ｔＨ＝ｔＨＳとしたものである。
【００８９】
すなわち、波形表示用のカラーＬＣＤ７０へ供給する表示データ２４Ｇ、２４Ｂ、２４Ｒ
のクロック周波数と前記波形表示用のカラーＬＣＤ７０の走査クロック１４、１４’の周
波数とを整数倍の関係にしたものである。言い換えれば、表示用のカラーＬＣＤ７０に供
給する水平同期信号を作る分周器１７の分周比Ｎｄを該カラーＬＣＤの内部水平同期信号
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を作る分周器１２の分周比Ｎｓを整数倍の関係としたものである。
【００９０】
ここで好ましくは、例えばｔＨＳ及びｔＨは、６３．５μｓである。
【００９１】
このようにすることにより、図５のカラーＬＣＤ７０のＰＬＬ回路２５により、表示制御
部９００の水平同期信号２０の周期ｔＨは、ＰＬＬ回路２５の内部水平同期信号の周期ｔ
ＨＳとほぼ同一になるため、例えば分周器１２及び１７の分周比をＮｓ＝Ｎｄとすれば、
クロック発生回路５１の出力クロック１９の周波数ｆｄとＶＣＯ１１の出力周波数ｆｓは
ｆｄ＝ｆｓとなり結果的にカラーＬＣＤ７０のドットスキャンに同期して、表示データを
発生することになる。更に、カラーＬＣＤ７０は表示制御部９００の３進カウンタ１８、
３相タイミング発生回路２２により、表示データをドット配列に対応した３相タイミング
のＢ、Ｇ、Ｒの表示信号で動作することになる。
【００９２】
次に、表示データを画素配列に対応した３相タイミングのＢ、Ｇ、Ｒの表示信号で動作し
た場合の特徴的動作について更に具体的に説明する。
【００９３】
カラーＬＣＤ７０のドットスキャン回路１０の構成を、更に詳細に示すと図６の様に構成
されている。図６において、ドットスキャン回路１０は、それぞれスキャンクロック１４
、１４’に応答してスイッチ群ＳＷＧ１、ＳＷＢ１、ＳＷＲ２－－、スイッチ群ＳＷＲ１
、ＳＷＧ２、ＳＷＢ２－－を順次オン、オフするシフトレジスタ３０Ａ、３０Ｂと、表示
データ２４Ｒ、２４Ｂ、２４ＧをカラーＬＣＤ表示部６０の画素ドット６１に選択的に印
加して発光させる上記一対のスイッチ群を有する。図６では、便宜上、カラーＬＣＤ表示
部６０のある１つのラインの一部のみを示す。実際は、一例としてカラーＬＣＤ表示部６
０は、例えば、水平走査方向に４８０ドット、垂直走査方向に２５６ドット（２５６ライ
ン）の画素を有する。従って、各ラインに対応して一対のシフトレジスタ、一対のスイッ
チ群が設けられる。ライン毎のシフトレジスタの切替は水平同期信号７２（Ｓ H）により
行われ、１画面毎のシフトレジスタの切替は垂直同期信号７０（Ｓ v）により行われる。
【００９４】
次に、該ドットスキャン回路１０の動作を図６、７を用いて説明する。
【００９５】
スキャンクロック１４とその逆相のクロック１４’（図７の（ａ）、（ｂ））に同期して
、シフトレジスタ３０Ａ、３０Ｂの出力端子ＳＱ１、ＳＱ１’、ＳＱ２、ＳＱ２’、ＳＱ
３には図７の（ｃ）～（ｇ）に示すようなタイミングでスイッチ制御信号ＳＳＱ１、ＳＳ
Ｑ１’、ＳＳＱ２、ＳＳＱ２’、ＳＳＱ３が発生する。この制御信号にしたがって、スイ
ッチＳＷＧ１、ＳＷＲ１、ＳＷＢ１、ＳＷＧ２、ＳＷＲ２が順にオンして行く。そして、
それぞれのスイッチがオンしている間に対応する表示データに対応した電圧が該スイッチ
に与えられていればその信号がそれぞれの対応するドットにチャージされる。すなわち、
制御信号ＳＳＱ１のハイレベル部により、スイッチＳＷＧ１がオンし、その時の表示デー
タ２４Ｇに対応した電圧が緑のドットＧ１にチャージされる。次に制御信号ＳＳＱ１’の
ハイレベル部により、スイッチＳＷＲ１がオンし、その時の表示データ２４Ｒに対応した
電圧がが赤の画素Ｒ１にチャージされる。更に、制御信号ＳＳＱ２のハイレベル部により
、スイッチＳＷＢ１がオンし、その時の表示データ２４Ｂに対応した電圧が青のドットＢ
１にチャージされる。
【００９６】
以下同じように緑のドットＧ２、Ｒ２（赤）、Ｂ２、Ｇ３、Ｒ３に表示データに対応した
電圧がチャージされる。
【００９７】
ここで、各ラインのドット６１を一対のシフトレジスタ３０Ａ、３０Ｂで動作させるのは
カラーＬＣＤでは通常行われているもので、素子のマトリックス配線上、表示速度等の観
点から望ましい構造の一例である。
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【００９８】
ところで、本発明は図５の３相タイミング発生回路２２から、緑（Ｇ）、赤（Ｒ）、青（
Ｂ）の表示データ２４を相異なるタイミングで発生している。これは次に説明する理由に
よるためである。
【００９９】
例えば隣接する画素Ｒ、Ｇ、Ｂを発光して白色の表示データ点を表示しようとした場合、
図７の（ｈ）に示す従来例のように、表示データ２４Ｇ、２４Ｒ、２４Ｂが同時に発生し
ていると、ドットＧ１には時刻ｔ 1～ｔ 3の間（時間Ｇ１ｔ）で表示データ２４Ｇがチャー
ジされ画素Ｒ１には時刻ｔ 2～ｔ 4の間で表示データ２４Ｒがチャージされるが、画素Ｂ１
のスイッチＳＷＢ１がオンしている最中の時刻ｔ 4に表示データ２４Ｂは終了してしまう
ため画素Ｂ１の発光時間は、画素Ｇ１、Ｒ１の半分となってしまう。このため表示される
色は白色とはならない。
【０１００】
そこで、本実施例では図５の３進カウンタ１８と３相タイミング発生回路２２により、図
７の（ｉ）に示すようにＧ、Ｒ、Ｂの表示データ２４Ｇ、２４Ｒ、２４Ｂは３相のタイミ
ングで発生している。このようなタイミングで表示データ２４Ｇ、２４Ｒ、２４Ｂを発生
すればそれぞれ対応するスイッチＳＷＧ１、ＳＷＲ１、ＳＷＢ１等のオンのタイミングと
一致する。すなわち、ＳＷＧ１がオンのとき、表示データ２４Ｇが発生し、ＳＷＲ１がオ
ンのとき、表示データ２４Ｒが発生し、ＳＷＢ１がオンのとき、表示データ２４Ｂが発生
する。したがって、表示データの表示を一ドット単位で制御でき、表示色を安定にするこ
とができ、例えば、連なる一つの波形をにじみのない同一色で表示することができる。
【０１０１】
ここで、３相タイミング発生回路２２の構成例を図８、図９を用いて説明する。図８は３
相タイミング発生回路２２の一例を示す。図９は表示色として白色を表示する場合のタイ
ミングの一例である。３相タイミング発生回路２２は３つの例えばＤ型フリップフロップ
５５、５６、５７を有し、それぞれは３進カウンタ１８（図５参照）からの３相クロック
信号Ｒｃｌｋ、Ｇｃｌｋ、Ｂｃｌｋ（図９の（ｂ））をそのラッチ入力に入力している。
従って、各フリップフロップ５５、５６、５７は対応するクロック信号に対応して表示デ
ータｄをラッチして出力する。従って、フリップフロップ５５、５６、５７はそれぞれ３
相クロック信号の一周期だけタイミングのずれた表示データ２４Ｇ、２４Ｒ、２４Ｂを図
５の（ｃ）に示すタイミングで出力する。
【０１０２】
尚、波形表示用メモリ４からの波形データに加え、図示しない文字表示メモリからの文字
データの表示も行う場合は、図１０に示すような３相タイミング発生回路２２２を構成す
る。即ち、各Ｄ型フリップフロップ５５、５６、５７のデータ入力Ｄ側にオアゲート６５
、６６、６７を設け、各オアゲートの入力に表示データｄと共に文字表示用メモリ（図示
せず）からの文字データも入力させ、各オアゲートの出力を対応するフリップフロップの
データ入力に入力すれば良い。
【０１０３】
文字データの読み出しはクロック発生回路５１からのクロック信号ｆｄに応答して行われ
る。
【０１０４】
通常テレビジョンの映像を表示するためカラーＬＣＤはそれに適した各画素ｓＧ、Ｒ、Ｂ
を先に説明した図４５に示すようにデルタ型に配列しているものが多い。
【０１０５】
一方、本発明のように、ビデオ入力を有し、その映像を見る（ピクチャーモニタ機能）こ
とのできるオシロスコープではビデオの映像を簡単に表示することのできるＬＣＤが望ま
しい。
【０１０６】
以下に説明する実施例ではこのようなテレビ受像機に適した発光ドットがデルタ配列され
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たカラーＬＣＤをオシロスコープの表示用兼用して用いても、高分解能な波形表示ができ
るようにしたものである。
【０１０７】
次に、この特徴について図１１から図１５を用いて説明する。これらの図はカラーＬＣＤ
の画面の一部を拡大して示したもので、Ｒ、Ｇ、Ｂは赤、緑、青のドット６１を示し、Ｌ
Ｏは奇数ラインＬＥは偶数ラインを示す。
【０１０８】
ここで、上記した従来の表示データを用いた表示方法で例えば白色を発光する場合は、図
１１に示すように例えば奇数ラインＬＯ１では、３つのドットＢａｌ、Ｇａｌ、Ｒａｌが
１つの表示単位として一度に発光され、次に隣の３つのドットＢａ２、Ｇａ２、Ｒａ２が
次の表示単位として一度に発光される。同様に偶数ラインＬＥ１では、３つのドットＢｂ
１、Ｇｂ１、Ｒｂ１が１つの表示単位として一度に発光され、次に隣の３つのドットＢｂ
２、Ｇｂ２、Ｒｂ２が次の表示単位として一度に発光される。従って、データの座標点は
ラインＬＯ１ではドットＧａ１、Ｇａ２、…となる。
【０１０９】
つまり、従来は、１画素を３ドット（Ｒ、Ｇ、Ｂ）として制御している。
【０１１０】
従って、従来の方法でドットＧ、Ｂを発光してシアンを表示する場合は、図１２に示すよ
うにラインＬＯ１ではドットＢａ１、Ｇａ１が１つの表示単位であり、次の表示単位はド
ットＢａ２、Ｇａ２となり、ラインＬＥ１では、ドットＢｂ２、Ｇｂ２が１つの表示単位
であり、次の表示単位はドットＢｂ３、Ｇｂ３となる。
【０１１１】
例えば、ドットＢ、Ｇを発光させ、座標Ｘ２－Ｙ１、Ｘ２－Ｙ２、Ｘ２－Ｙ３、Ｘ２－Ｙ
４の各点をシアン色の縦線データとして表示する場合について説明する。
【０１１２】
従来のままの制御であると、図１３に示すように奇数ラインＬＯ１の座標Ｘ２－Ｙ１の表
示（ドットＢａ１、Ｇａ１）のあと、偶数ラインＬＥ１の座標Ｘ２－Ｙ２には画素Ｒのみ
で画素ＢとＧの表示単位が存在しないため、表示されない。次の奇数ラインＬＯ２の座標
Ｘ２－Ｙ３には、ドットＢａ１１、Ｇａ１１が一つの表示単位として存在するため、表示
される。さらに座標Ｘ２－Ｙ４にはドットＲのみでドットＢとＧの表示単位が存在しない
ため、表示されない。このように縦線データを表示する場合、座標に対応する位置に表示
したい画素が存在しないときは、そのデータを表示することができない。
【０１１３】
本実施例では１画素を１ドット（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を１画素として制御している。
このため、上記のように、スイッチＳＷＧ、ＳＷＢ、ＳＷＲのオン、オフにタイミングが
同期した各ドット毎の表示データ２４Ｇ、２４Ｂ、２４Ｒを用いている。このため、例え
ば白色を表示する場合は、マイクロコンピュータ８によりクロック発生回路５１からの読
みだしクロック信号２１の周波数をｆｄとすれば図９のデータ座標点単位毎に白色表示で
きる。
【０１１４】
即ち、例えば図１４に示すように奇数ラインＬＯ１では、３つのドットＢａ１、Ｇａ１、
Ｒａ１が１つの表示単位として発光され、次に一部重複する３つのドットＧａ１、Ｒａ１
、Ｂａ２が次の表示単位として発光される。同様に偶数ラインＬＥ１では３つのドットＢ
ｂ１、Ｇｂ１、Ｒｂ１が１つの表示単位として発光され、次に一部重複（Ｇｂ１、Ｒｂ１
が重複）する３つのドットＧｂ１、Ｒｂ１、Ｂｂ２が次の表示単位として発光される。従
って、データの座標点は各ラインＬＯ１、ＬＥ１等では画素Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、…となる
。図中の各Ｒ、Ｇ、Ｂを結ぶ破線は座標軸を示す。このように、デルタ配列のマトリック
スでは０．５ドットの偏差を持つ。垂直方向でのデータの座標点はＹ１、Ｙ２、Ｙ３…と
なる。
【０１１５】
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従って、（本発明の後に説明する実施例：表示メモリ４としてラインメモリを用いたもの
では、後に詳細に説明するように、シアン色を表示する場合は、マイクロコンピュータＣ
ＰＵ８によりクロック発生回路５１からの読みだしクロック信号２１の周波数を例えば２
ｆｄ／３とする）この場合、図１５で点線で囲んだように、例えば奇数ラインＬＯ１では
、２つの画素Ｂａ１、Ｇａ１が１つの表示単位として発光され、次に一部重複する２つの
ドットＧａ１、Ｂａ２が次の表示単位として発光される。同様に偶数ラインＬＥ１では、
２つの画素Ｂｂ１、Ｇｂ１が１つの表示単位として発光され、次に一部重複する２つのド
ットＧｂ１、Ｂｂ２が次の表示単位として発光される。
【０１１６】
このように、図１５のごとく奇数、偶数ラインの両方の同一色上にデータ座標点を設定す
ると、例えば表示データをドットＢとＧのペアで発光させる場合、ある１ライン上例えば
奇数ライン上だけ見ればドットＢ、Ｇの数、例えばｎ個だけしか表示できない。しかし、
この実施例では、例えば、Ｂａ１、Ｇａ１の次にＧａ１、Ｂａ２というように前のグルー
プと画素を重複して表示するため、これも発光することができる。このため、最大２倍の
データ点数の表示が可能となる。これは横（水平）方向の表示についても同じである。
【０１１７】
つまり、１原色表示のとき、例えばどっとＢで表するとすれば表示点は図１４の一点鎖線
で示すような配置となり、これに応じて、Ｘ座標は図１４の…ｘ２、ｘ３…のように決め
ることができる。このときの表示分解能（表示可能色数を３色とする）は３×Ｐｘである
（Ｐｘ：ｘ方向のドットピッチ）。２原色表示とした場合、ドットＢ、Ｇで表示する場合
、図１５のラインＹ３、Ｙ４に示すように、Ｘ座標は１．５×Ｐｘと１原色表示の時の２
倍の密度で配置することができる。更に、表示輝度も１表示点当たり、２ドットを使うこ
とができるので、波形表示の明るさを大幅に増大させることが可能となる。３原色表示（
Ｒ、Ｇ、Ｂ発光で白色表示）のとき、図１４のラインＹ４に示すように、３原色ドットを
組み合わせ、１×Ｐｘごとに座標を対応づける。このとき、最大の最大の座標密度とする
ことができる。１原色表示のマトリックスをＹ座標と組み合わせて、奇数ライン、偶数ラ
イン上のドットを使い分け（つまり別座標）て、１．５×Ｐｘ間隔のマトリックス縦線を
表示することができる。これを図１４に示す。同図では…ドットＢａ３、Ｂａ３３…と…
ドットＢｂ４、Ｂｂ４１…で２本の縦線を表示した場合を示している。
【０１１８】
ＣＰＵ８によりクロック発回路５１からの読みだしクロック信号２１の周波数を例えばｆ
ｄとすると、上記のように画素（ドット）を１つの表示単位として発光制御できる。
【０１１９】
このように、本実施例は前述のようなＧＲＢ３相のタイミングの表示データにすることに
より、データを表示できる画素数を増やし、表示分解能を向上することができる。
【０１２０】
後に説明する本発明の別実施例の別の特徴はデータの補間方法である。即ち本発明では図
１６のように、１チャンネルのデータを表示する際、該表示データの縦方向（垂直走査方
向）のデータ補間は以下のように行う。
【０１２１】
波形データを表示した連続する座標点の内隣接する２つの座標点の垂直走査方向の間に、
少なくとも１つの水平走査方向への画素列がある場合、該少なくとも１つの水平走査方向
の画素列において上記隣接する２つの座標点の一方と同一の水平走査方向上の位置にある
１つのドットを含む１つ（唯一）の表示単位を波形を構成する表示単位として表示する。
【０１２２】
即ち、補間されるドットの数は、データ補間すべき各ラインにおいて、該ラインを表示デ
ータと結ぶ線が横切る数と同じくされる。これにより、波形表示の表示画素の補間をシャ
ープな細い線で実現したものである。このようにして補間した表示例が図１６に示すもの
である。
【０１２３】
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従来の方法で表示波形データの補間を行うと、例えば一対のドットＢ、Ｇでシアン色の点
を発光させる場合、図１７のように、補間データは一対のドットＢ、Ｇとなってしまい、
太い線となってしまう。ここで、図１６、１７において、Ｄは実波形データ（つまり、実
際にサンプリングされた波形データ）であり、Ｅは補間データである。図１６より明らか
なように、本実施例では縦方向にドットＢ、Ｇのペアを構成して１つの補間データとする
ことにより、波形データをシャープな細い線で表示することができる。
【０１２４】
以上のように、図５、図６、図７を用いて先に説明した通り、３相タイミングによる各ド
ット単位の制御により、上記した、画素がデルタ配置されたカラーＬＣＤを用いてもシャ
ープな線でデータ補間を行うことができる。
【０１２５】
実施例４：ピクチャモニタ機能とオシロスコープの表示のどちらにも適した平面状ドット
マトリックスカラー表示器の駆動方法を用い、表示用メモリにＶＲＡＭを用いたオシロス
コープ。
【０１２６】
次に、表示用メモリにＶＲＡＭを用いた場合の本発明の実施例におけるデジタルオシロス
コープの表示方法および装置について説明する。前に説明したような方法を実現した一実
施例として、表示メモリとしてＶＲＡＭを用いた例につい説明する。
【０１２７】
表示用メモリにＶＲＡＭを用いれば、前記補間動作はマイクロコンピュータのソフトウェ
ア処理で行うことができる。これを図１８に示す。
【０１２８】
さらに、ＶＲＡＭを用いた例について図１９、図２０、図２１を用いてより詳細に説明す
る。
【０１２９】
図２０はマイコン処理により表示パターンを作り、３相タイミング回路に色処理回路を設
けた例を示すブロック図である。なお、同図はＬＣＤ表示器を省略して示しいる。マイク
ロコンピュータＣＰＵ８はアクイジションメモリ３からバスラインを経由して、ベクトル
や、波形等のデータを読み込み、先に説明した補間等の処理を施し、ビットマップデータ
に変換して、ＶＲＡＭ５２に書き込む。ここで、ＶＲＡＭ５２の容量は例えば、図示しな
いＬＣＤ表示器の発光ドットの数が２２０（Ｖ：垂直方向）×４８０（Ｈ：水平方向）ド
ット（Ｒ、Ｇ、Ｂ１組を１画素とした場合Ｈ：１６０画素）の場合、２２０×４８０以上
のアドレスがあればよい。ＶＲＡＭ５２への書き込みは、例えば、２ドット表示（１デー
タをＢ、Ｇで点灯）の場合、図１９に示すように横方向に、３アドレスのうちの２アドレ
スに書き込む。これは、波形表示用ＲＡＭと文字表示用ＲＡＭとを共通で使用する場合、
すなわち、ＶＲＡＭ５２に文字情報と、波形情報の両方を書き込み使用する場合、ＬＣＤ
は横４８０ドットなので、文字としては横（水平）４８０ドット使用（小さな文字も表示
することができるようにするため、最大限のドットを使用）する。波形データは２ドット
表示なので横（水平）方向に３２０ドット（座標）表示することになる。このため、３ア
ドレスに対し２アドレス（従って１ドットは書き込まない）書き込むことになる。
【０１３０】
次に、このＶＲＡＭ５２の読み出しについて説明する。読み出しクロックの周波数はｆＤ
（一例として１０ＭＨｚ）である（文字表示用ＲＡＭを別に考えれば（すなわち波形表示
のみならば）横３２０アドレスあれば良い。周波数ｆＤで読みだしたデータは、色処理３
相タイミング回路２２’に入る。その色処理３相タイミング回路のＢ、Ｇ点灯回路の一例
を図４３に示す。そのタイミングチャートは図２１に示す。
【０１３１】
ＶＲＡＭ５２からのデータがｘ０、ｘ１、Ｘ、ｘ２、ｘ３、Ｘ、ｘ４、…と発生し、ｘ０
とｘ３にデータあり（点灯するデータ）の場合を考えると、まず、偶数ラインの場合、Ｂ
ｃｌｋにより、ｘ０データがＢＱｍａｉｎにラッチされ、Ｂ１が点灯する。Ｂ１が点灯す
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ると、ＢＱｍａｉｎ出力はＧＱｓｕｂ　Ｄ入力に入っているのでＧｃｌｋによりＢＱｍａ
ｉｎ出力信号がラッチされ、Ｇ１が点灯する。次に、ｘ３にデータがある場合にはＧｃｌ
ｋによりｘ３データがＧＱｍａｉｎにラッチされ、ＧＱｍａｉｎ出力はＢＱｓｕｂＤ入力
に入っているのでＢｃｌｋによりＧＱｍａｉｎ出力信号がＢｃｌｋによりラッチされＢ３
が点灯する。
【０１３２】
奇数ラインの場合にはｘ０データＧｃｌｋによりＧＱｍａｉｎでラッチされ、Ｇ１が点灯
する。Ｇ１が点灯すると、ＧＱｍａｉｎ出力がＢＱｓｕｂＤ入力に入っているので、ＧＱ
ｍａｉｎ出力信号がＢｃｌｋにより、ＢＱｓｕｂでラッチされ、Ｂ１が点灯する。次にｘ
にデータがある場合には、３ｘはＱＤでＲｃｌｋにより一度ラッチされる。つづいて、Ｑ
ｄ出力はＢＱｍａｉｎＤ入力に入り、Ｂｃｌｋによりラッチされ、Ｂ２が点灯する。Ｂ２
が点灯すると、ＢＱｍａｉｎ出力はＧＱｓｕｂＤ入力に入っているのでＧｃｌｋによりＢ
Ｑｍａｉｎ出力がＢＱｓｕｂでラッチされ、Ｇ３が点灯する。
【０１３３】
以上の動作説明は、表示用メモリとしてＶＲＡＭを用いた場合の例である。
【０１３４】
実施例５：ピクチャモニタ機能とオシロスコープの表示のどちらにも適した表示方法によ
り駆動するＬＣＤ表示器を用い、表示用メモリにＶＲＡＭを用いたピクチャモニタ機能、
ベクトルスコープ機能、波形モニタ機能とを有するビデオモニタ端子付オシロスコープ。
【０１３５】
次に先の実施例２において説明した、ビデオモニタ端子を有し、ピクチャモニタ、波形モ
ニタ、ベクトルスコープ機能を有するデジタルオシロスコープで、先に説明した独自の表
示法によるＬＣＤを用い、かつ、前に述べたようなに表示メモリにＶＲＡＭを用いた他の
例について以下詳細に説明する。　この実施例は図２、図１８以下、図２３、図２４、図
２５、図２６、図２７、図２８を用いて説明する。
【０１３６】
なお、全体の動作については先の実施例２の説明と同一であるのでここでの説明は省略す
る。
【０１３７】
ここでは、図２の表示メモリ４にＶＲＲＭ５２（図１８参照）を用いたビットマップデー
タ変換処理、階調データ処理についてより詳細に説明する。
【０１３８】
このビットマップデータ変換処理、階調データ処理は前に述べた波形モニタ、ベクトルス
コープ表示、さらにオシロコープ表示のときにも使うことができる。
【０１３９】
以下の説明では一例としてベクトルスコープ表示について説明する。
【０１４０】
アクイジションメモリ３ａ、３ｂにはサンプリング、Ａ／Ｄ変換されたデータが図２２（
同図は一つのアクイジションメモリ３ａまたは３ｂの一方例えば３ａのみを示す）に示す
ようにストアされている。同図において、例えば、アドレスＡ０にはＡ／Ｄ変換されたデ
ジタルデータ値２１９の値が、アドレスＡ１にはデジタルデータ値２１８がそれぞれスト
アされている。マイクロコンピュータＣＰＵ８は、このアクイジションメモリ３ａ、３ｂ
にストアされているデジタルデータをＡ０からＡ２３９まで読み出す。
【０１４１】
その後、このデータをビットマップデータに変換し、図２３に示すようにＶＲＡＭ５２に
そのデータを書き込む。この処理は、アクイジションメモリ３ａ、３ｂのアドレス値Ａ０
からＡ２３９を表示メモリであるＶＲＡＭのＸアドレス値に、同じくデータ値はＶＲＡＭ
のＹアドレスに置き換え、該当するアドレスに（Ｘ、Ｙ）データを書く（「１」を書く）
という処理を行うことにより実現できる。
【０１４２】
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このときにビデオ波形やベクトルデータ等の表示データがより自然な波形に見えるよう、
階調表示をするために、データの重ね書きを行う。
【０１４３】
すなわち、アクイジションメモリ３ａ、３ｂから読み込んだ波形データをソフトウェア処
理でビットマップデータに変換する時に、ＣＰＵ８はその内部のメモリにおいて、表示画
面に対応したアドレス（Ｘ、Ｙ）に対応する位置ごとに加算する。つまり、ＬＣＤ７上で
は、加算結果が大きい数のアドレスに対応する位置は明るく表示され、加算結果が小さい
数のアドレスは暗く表示される。
【０１４４】
アクイジションメモリ３ａ、３ｂは実施例の理解を容易にするため、デジタルデータ値を
２２０レベル、アドレス（メモリ容量）を２４０としたが、実用的にはデジタルデータ値
は８ビット（２５６レベル）メモリ容量２，０００のものを使用する。なお、このＶＲＡ
Ｍ５２の構造は図２５のようになっている。つまり、Ｘ軸アドレス２４０、Ｙ軸アドレス
２２０でＺ軸方向にｎビットの構成となっている。ただし、この実施例では説明を容易に
するため、Ｚ軸方向ｎビットを各１ビットｎ枚のＶＲＡＭとして使用し、この内のＤ０と
Ｄ１ビットを用いた例について説明する。以下、このＤ０とＤ１ビットをＶＲＡＭのそれ
ぞれ１枚目、２枚目と表現する。
【０１４５】
さて、階調表示をするためには、例えばｍ階調表示をするには図２５に示すように表示メ
モリのＶＲＡＭ５２をそれがｍ／２（１ビット／枚として）枚ある構造として使用する必
要がある。
【０１４６】
以下の説明では一例として、４階調で、ＶＲＡＭを２枚使用の例として説明する。
【０１４７】
先に説明したＣＰＵ８内部で処理された加算結果が０の場合にはＶＲＡＭのＤ０、Ｄ１共
に１は書き込まない。すなわち「０」、加算結果が最大値の場合にはＤ０、Ｄ１共に１を
書き込む。つまり、発生頻度をＪとすると、発生頻度が０のときはＤ０：０、Ｄ１：０で
あり、１～Ｊ／３のときはＤ０：１、Ｄ１：０であり、Ｊ／３＋１～Ｊ２／３のときはＤ
０：０、Ｄ１：１となり、Ｊ２／３以上のときはＤ０：１、Ｄ１：１となる。この状態を
示した図が図２４である。つまり、このような処理により、ＶＲＡＭには１から４の４種
類の階調が表現されたことになる。
【０１４８】
図２６、図２７はＶＲＡＭ２枚に書き込まれたデータを示す。表示では、このＤ１、Ｄ０
２まいのＶＲＡＭ５２のデータに基づき、アドレスＸ０、Ｙ０の位置が階調４でもっとも
明るく表示され、Ｘ１、Ｙ１の位置が階調３で階調４の次に明るい表示となり、Ｘ２、Ｙ
２は階調２で最も暗い表示となる。その他の位置は階調１となり、まったく表示されない
。
【０１４９】
このようにしてＶＲＡＭ５２に格納された階調表示デジタルデータは先に説明したような
タイミングで順次読みだされ、階調処理回路１１３１（図２参照）等を経由してＬＣＤに
到る。図４は先に説明したようにこの階調処理回路１１３１の構成の一例示す。階調処理
回路は実質的にＤ／Ａ変換回路である。図２８は前記入力値（最大値Ｐ）と出力レベルす
なわち、階調の関係を示す図である。
【０１５０】
次に、この動作を更に詳細に説明する。
【０１５１】
ＶＲＡＭから読み出された信号、Ｄ１側の出力をそれぞれＢｈ、Ｇｈ、Ｒｈとし、Ｄ０側
の出力をそれぞれＢｌ、Ｇｌ、Ｒｌとする。次に、ＬＣＤ７０への表示として横３ドット
（Ｂ、Ｇ、ＲまたはＧ、Ｒ、ＢまたはＲ、Ｇ、Ｂ）点灯の白標示で、水平方向に２４０デ
ータ標示する例で説明する。図２６、図２７において、ＶＲＡＭのＤ１のアドレス（Ｘ０
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、Ｙ０）と（Ｘ１、Ｙ１）に書き込まれたデータがあり、同じく、ＶＲＡＭのＤ０のアド
レス（Ｘ０、Ｙ０）と（Ｘ２、Ｙ２）に書き込まれたデータがある場合を説明する。ここ
で、ＶＲＡＭのＹアドレスはＬＣＤ７０のＹ方向のラインアドレスに、ＶＲＡＭのＸアド
レスはＬＣＤのＸ軸座標０から２３９に対応する。これを図４６に示す。
【０１５２】
ＶＲＡＭのアドレス（Ｘ０、Ｙ０）にはＤ１とＤ０にデータがあるので、階調４の値がＬ
ＣＤ７０のドットＢ０、Ｇ０、Ｒ１に対応付けられ、その結果、Ｂ０、Ｇ０、Ｒ１が先に
説明したγ補正回路１１３２を通り、階調４に対応する輝度で点灯する。同様にＶＲＡＭ
のアドレス（Ｘ１、Ｙ１）にはＤ１のみにデータがあるので、階調３の値がＬＣＤのドッ
トＢ１、Ｇ１、Ｒ２に対応付けられ、その結果、Ｂ１、Ｇ１、Ｒ２が階調３に対応する輝
度で点灯する。同じく、ＶＲＡＭのアドレス（Ｘ２、Ｙ２）にはＤ０のみにデータがある
ので、階調２の値がＬＣＤドットＧ２、Ｒ２、Ｂ３に対応付けられ、その結果、Ｇ２、Ｒ
２、Ｂ３が階調２に対応する輝度で点灯することになる。
【０１５３】
なお、ＶＲＡＭにおいて、単に加算するだけではいつかすべてのビットが最大値となって
しまうので有限の重ね書き表示を併用することは先の実施例で説明した通りである。
【０１５４】
実施例６：ピクチャモニタ機能とオシロスコープの表示のどちらにも適した表示方法によ
り駆動するＬＣＤ表示器を用い、表示用メモリにラインメモリを用いた、ピクチャモニタ
機能を有するビデオモニタ端子付オシロスコープ。
【０１５５】
次に表示メモリにラインメモリを用いた場合の実施例で、ピクチャモニタ機能を有するビ
デオモニタ端子付オシロスコープについて詳細に説明する。
【０１５６】
図２９に本実施例によるビデオ入力付きオシロスコープの要部の構成のブロック図を示す
。本実施例は、赤（Ｒ）、青（Ｂ）、緑（Ｇ）の三色を用いてカラー表示するビデオ入力
付きオシロスコープの場合であり、先に説明した図１、図２のデジタルオシロスコープに
おいて、表示用メモリとして、ラインメモリを用いたものである。特に図２９は表示制御
部９０１の構成を詳細に示したものである。
【０１５７】
同図において、カラーＬＣＤ７０は図５で説明したものと基本的に同一であるため、ここ
での説明は省略する。
【０１５８】
表示制御部９０１は、同期信号発生回路１６と色制御回路２３を有する。同期信号発生回
路１６は、周波数２ｆｄ（例えば２０ＭＨｚ）のクロック信号２６、周波数ｆｄのクロッ
ク信号１９等を発生するクロック発生回路５１と、クロック信号１９を分周比Ｎｄ（例え
ば６４５）で分周してクロック信号（水平同期信号ＳＨ）２０を出力する分周器１７と、
クロック信号２６に基づき３相のクッロク信号Ｂ C L K、Ｇ C L K、Ｒ C L Kを発生する３進カウ
ンタ１８を有する。クロック発生回路５１は、更に、例えば周波数ｆｄ又はｆｄ／３の波
形表示用メモリ４への読みだし用クロック信号２１（Ｒ）を発生すると共に、色制御回路
２３の補間回路２８にも例えば周波数ｆｄ又はｆｄ／３のクロック信号５３（ＳＴ０）を
与えている。色制御回路２３は、ラインアドレス発生回路７２、比較器２７、補間回路２
８、３相クロック信号に応答して順次青、緑、赤の表示データ２４Ｂ、２４Ｇ、２４Ｒを
出力する３相タイミング発生回路２２を有する。ラインアドレス発生回路５２は、分周器
１７からのクロック信号（水平同期信号）２０に応答してラインアドレスを発生する。表
示用メモリ４００は例えば８ビット、２ｋワードのラインメモリで、カラーＬＣＤ７０が
１水平走査するたびに毎回全水平アドレスのデータが読み出される。垂直アドレス回路７
２は１垂直走査時間分の波形データの読み出しに同期して、順次アドレスＱ（ＬＣＤ表示
部６０の走査アドレス（垂直方向ラインＮｏ．に対応））を更新しそれを出力する。更に
、該回路７２はデコーダ７５を介して該アドレスＱに同期した垂直同期信号ＳＶを発生し
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、カラーＬＣＤ７０のドットスキャニング回路１０に与える。表示制御部９０１からカラ
ーＬＣＤ７０に与えられるこの垂直同期信号ＳＶと、上記水平同期信号ＳＨにより、表示
制御部９０１における表示データ出力タイミングとカラーＬＣＤ７０における波形データ
の表示タイミングが同期されることとなる。比較器２７は波形表示用メモリ４からの波形
データｐとラインアドレス発生回路７２から発生されたアドレスＱとを各垂直方向のデー
タ（２５６ビット分）毎に比較し、一致すれば（ラインアドレスで発生したアドレスＱに
表示すべきデータＰがあることを示す）そのＰ＝Ｑ端子に、データＰのアドレスが、アド
レスＱより大きいときはＰ＞Ｑ端子に信号が出力されて補間回路２８に与えられる。
【０１５９】
このようにして、波形表示用ラインメモリ４００からの波形データはラスタスキャン形式
に変換される。従って補間回路２８の出力は補間された波形データ（表示データ）ｄとな
る。比較器２７と補間回路２８の動作の詳細は後述する。３相タイミング回路２２の詳細
については先の実施例５に説明した通りである。尚、色制御回路２３の動作はマイクロコ
ンピュータＣＰＵ８のソフトウェア処理で置き換えることも可能である。
【０１６０】
なお、表示用ラインメモリ４００に供給されるデータは従来から周知のオシロスコープに
おける表示データと同一であるため、詳細な説明は省略する。
【０１６１】
次にカラーＬＣＤ７０、表示制御部９０１について説明する。なお、この動作は先に実施
例３で説明したものと類似し、一部重複するが再度ここでは簡単に説明する。
【０１６２】
本実施例においては、表示制御部９０１において発生される、表示データ２４Ｂ、２４Ｇ
、２４Ｒの出力タイミングを決定する（同期した）水平同期信号ＳＨ２０をカラーＬＣＤ
７０に与える。カラーＬＣＤ７０のＰＬＬ２５においては該水平同期信号２０に同期した
該表示データ２４Ｂ、２４Ｇ、２４Ｒ用のスキャニングクロック信号１４、１４’を作成
している。
【０１６３】
更に、本実施例においては表示制御部９０１からの水平同期信号ＳＨ２０の周期ｔＨとカ
ラーＬＣＤ内のＰＬＬ回路内の分周器１２の出力信号１５（水平同期信号ＳＨ）の周期（
ｔＨｓ）は等しい。すなわち、図２９に示すカラーＬＣＤ７０のＰＬＬ回路２５のカラー
ＬＣＤ用ドットスキャンクロック１４、１４’の周波数ｆｓ、及びカラーＬＣＤ内部の信
号（水平同期信号）１５の周期ｔＨＳ及びそれを作っている分周器１２の分周比Ｎｓの関
係がｔＨＳ＝ 1/fs×Ｎｓであることに着目し、表示制御部９０１の同期信号発生回路１６
で発生する水平同期信号２０の周期ｔＨ及びそれを作っている分周器１７の分周比Ｎｄと
クロック信号１９の周波数ｆｄの関係を１／ｆｄ×Ｎｄ＝ｔＨ＝ｔＨＳとしたものである
。
【０１６４】
すなわち、波形表示用のカラーＬＣＤ７０へ供給する表示データ２４Ｇ、２４Ｂ、２４Ｒ
のクロック周波数と前記波形表示用のカラーＬＣＤ７０の走査クロック１４、１４’の周
波数とを整数倍の関係にしたものである。言い換えれば、波形表示用のカラーＬＣＤ７０
に供給する水平同期信号を作る分周器１７の分周比Ｎｄを該カラーＬＣＤの内部水平同期
信号を作る分周器１２の分周比Ｎｓを整数倍の関係としたものである。
【０１６５】
次に、表示メモリにラインメモリを用いた場合の補間表示について説明する。
【０１６６】
本発明ではさきに説明したよう縦方向にドットＢ、Ｇのペアを構成して１つの補間データ
とすることにより、図１６に示すように波形データをシャープな細い線で表示する。
【０１６７】
次に、上記したデータ補間を行い、画素がデルタ配置されたカラーＬＣＤ（図４５に示す
）を用い、ラインメモリを用いた場合の例について説明する。
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【０１６８】
図３０は、該別実施例の表示制御部の構成を示すブロック図である。図中、図２９の構成
要素と同一機能を有するものには同一符号を付し、その説明を省略する。カラーＬＣＤ７
０の構成、及びその他の構成は先に説明した実施例と同様でありその説明を省略する。
【０１６９】
また、更に、その他のビデオ波形モニタ、ピクチャーモニタに関する回路ブロックは、図
１または図２あるいは図５と同様であるが、ここでは一例として、ピクチャモニタ機能を
有するものについて示している。
【０１７０】
本実施例では、一例として、例えば、緑のドット（Ｇ）と青のドット（Ｂ）とで１つの表
示単位（表示データ点または表示座標点）として発光させてシアン色の波形データを表示
させる場合について説明する。
【０１７１】
図３０において、クロック信号発生回路１５１は図２９のクロック発生回路５１と３進カ
ウンタ１８の両機能を有するものである。参照符号１２８は補間回路、１２２は３相タイ
ミング発生回路であり、図２９の補間回路２８、３相タイミング発生回路２２と同様の機
能を有する。
【０１７２】
先ず、クロック発生回路１５１の構成と動作を説明する。クロック信号発生回路１５１は
、例えば周波数２０ＭＨｚ（２ｆｄ）のクロック信号を発振する発振器１１０と、該クロ
ック信号を１／２に分周して周波数１０ＭＨｚ（ｆｄ）のクロック信号１９を出力する分
周器１１２と、該発振器１１０からのクロック信号を入力して図３１の（ｂ）に示す６相
クロック信号Ｓ０～Ｓ５を出力する３進カウンタ１１８と、デコーダ＆セレクタ１２０を
有する。該クロック信号Ｓ０～Ｓ５は、図３１の（ａ）に示すように、カラーＬＣＤ表示
部６０のデルタ配置されたドットの奇数ライン（ＬＯ）のドット、偶数ライン（ＬＥ）の
ドットとそれぞれ対応している。クロック信号Ｓ０～Ｓ５はデコーダ＆セレクタ１２０に
与えられる。
【０１７３】
デコーダ＆セレクタ１２０はラインアドレス発生回路７２の８ビットアドレス出力の内の
最下位ビット（ＬＳＢ）を入力する。該ＬＳＢはカラーＬＣＤ表示部６０のデルタ配置さ
れたドットの水平走査方向の奇数ライン、偶数ラインを示し、例えば、偶数ラインの時ハ
イレベル（Ｈ）、奇数ラインの時ローレベル（Ｌ）となる。
【０１７４】
３相タイミング発生回路１２２に与えられるクロック信号Ｇｃｌｋ、Ｂｃｌｋはクロック
信号Ｓ０～Ｓ５と該ＬＳＢに基づき作成される。図３２は該クロック信号を発生する回路
の一例であり、ここではクロック信号Ｇｃｌｋの発生回路を示す。該発生回路は２つのＡ
ＮＤゲート１２１、１２２と該２つのＡＮＤゲートの出力を入力するオアゲート１２３、
ＬＳＢを反転してＡＮＤゲート１２２に入力するインバータ１２４を有する。アンドゲー
ト１２１にはクロック信号Ｓ０と信号ＬＳＢが、アンドゲート１２２にはクロック信号Ｓ
３とＬＳＢの反転信号が入力される。該回路の出力クロック信号ＧｃｌｋはＬＳＢのレベ
ルＨ、Ｌに応じて、それぞれ図３１の（ｄ）に示すように偶数ライン、奇数ラインの表示
データ用の異なるタイミングのクロック信号となる。図３１の（ｃ）、（ｄ）において、
ＬＯ、ＬＥはそれぞれ奇数ライン、偶数ラインの表示データ用のクロック信号であること
を示す。
【０１７５】
他のクロック信号Ｂｃｌｋ（図３１の（ｄ））もクロック信号Ｓ４とＳ１及びＬＳＢを用
いて同様な構成により発生される。尚、本実施例ではクロック信号Ｒｃｌｋは用いないが
、クロック信号Ｓ２とＳ５及びＬＳＢを用いて同様な構成により発生可能である。
【０１７６】
補間回路１２８に与えられるクロック信号ＳＴ０は図３３に示すように、例えば、クロッ
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ク信号Ｓ２、Ｓ４を入力するオアゲート１２５の出力で得られる。該クロック信号ＳＴ０
をインバータ１１４を介して反転したクロック信号２１は表示用メモリ４に読みだしクロ
ック信号として与えられる。本実施例では赤のドットＲを発光しないため、このクロック
信号２１は、３相クロックの内の赤のクロックＲｃｌｋ（即ち赤の表示データ２４Ｒ）に
対応するクロックパルスを設けない。ここでは便宜的にこのようなクロック信号２１の周
波数を２ｆｄ／３と定義する。
【０１７７】
次に、本実施例における表示制御部９の構成、動作を２色表示する場合について説明する
。
【０１７８】
図３４は表示用ラインメモリ４００の波形データの一例を示す図であり、この例では、こ
のラインメモリ４００はカラーＬＣＤ表示部６０に対応して水平走査方向にｎデータ、例
えば３２０データ各データは８ビットの値を持つ。即ち、この場合、ＬＣＤ表示部６０は
水平走査方向に４８０ドット、垂直走査方向に２５６ドット（２５６ライン）を持つ。図
中、斜線部は表示すべき波形データ（表示波形データ）が存在するところを示す。アクイ
ジションメモリ３からは波形表示データが表示用メモリ４００に書き込まれる。表示用ラ
インメモリ４００は、クロック信号２１（図３１の（ｅ））に応答して該表示波形データ
を垂直方向の８ビットを単位として（８ビットパラレルデータとして）順次読み出す。即
ち、クロック信号２１に応答して図３４に示す水平方向の各アドレスＬＶ０、ＬＶ１－毎
に波形データを読み出す。こうして、図３５の（ｃ）に示す１水平走査期間において表示
用ラインメモリ４００内の全てのデータが読み出され波形データＰ（図３５の（ｂ））と
して比較器２７に与えられる。ラインメモリ４００はこの１水平走査期間ｔＨ内で行われ
る全波形データの読みだし動作をＬＣＤ表示部６０の垂直方向ライン数の分だけ、即ち、
２５６回繰り返す。即ち、１垂直走査期間ｔＶで２５６回全波形データの読みだし動作を
繰り返す。これを終了すると、次の表示波形データがアクイジションメモリ３から表示用
ラインメモリ４００に入力される。
【０１７９】
次に、表示用ラインメモリ４００の内容、すなわち、波形データをラスタスキャンのよう
に読み出す動作について、さらに詳しく説明する。
【０１８０】
ラインアドレス発生回路７２は例えば、水平同期信号であるクロック信号２０（図３５の
（ｃ））を計数する８ビットのバイナリダウンカウンタであり、従って図３５の（ｄ）、
（ｅ）に示すように一垂直走査期間ｔＶにおいて２５５から０まで計数し、次の水平同期
信号によりリセットされる計数値２５５となると共に垂直同期信号ＳＶを発生する。従っ
て、ラインアドレス発生回路７２はＬＣＤ表示部６０における現在の走査中のライン（図
３４のＬＨ０～ＬＨｎｎ）を示すアドレスを出力する。
【０１８１】
次に、比較器２７の動作を図３６を参照して説明する。図中（ａ）は表示用ラインメモリ
４００から読み出された表示波形データｐであり、斜線部は表示すべき波形データがある
ことを示す。先ず、ラインアドレス発生回路７２からの出力アドレスＱが水平走査ライン
ＬＨ０を示す値２５５であるときについて説明する。ラインＬＶ０の波形データが読み出
されると（時刻ｔ０）、図３６の場合、波形データｐはラインＬＨ６に存在するためデー
タの存在するアドレスの値は２４９である。次のラインＬＶ１、ＬＶ２、ＬＶ３、ＬＶ４
の波形データｐのデータの値はそれぞれ２４９、２４９、２５５、２５５である。比較器
２７は各ラインＬＶ０、ＬＶ１－－の波形データ毎にデータｐのアドレスとアドレスＱを
比較し、一致すればＰ＝Ｑ端子からの出力信号のレベルをハイレベルにし、Ｐ＞Ｑであれ
ばＰ＞Ｑ端子からの出力信号のレベルをハイレベルにし、その他の場合はローレベルとす
る。従って、図３６の（ｃ）、（ｄ）に示すように、比較器のＰ＝Ｑ端子、Ｐ＞Ｑ端子の
出力信号は変化する。こうして、出力アドレスＱが水平走査ラインＬＨ０の値（２５５）
を示す時に、全てのラインＬＶ０～ＬＶｎ－１についての比較を終了すると、次に出力さ
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れる出力アドレスＱが次の水平走査ラインＬＨ１の値（２５４）を示し、この場合も同様
に比較動作を行う。
【０１８２】
比較器２７のＰ＝Ｑ端子、Ｐ＞Ｑ端子の出力信号は補間回路１２８に与えられる。
【０１８３】
以上が表示用ラインメモリ４００の表示データをラスタスキャンのように読み出す動作の
説明である。
【０１８４】
次に、図３０に示した実施例における動作を更に詳細に説明する。
【０１８５】
補間回路１２８は、図３０に示すように、例えばＤ型フリップフロップ１３０、１３２、
オアゲート１３４、排他的論理和回路１３６を有し、クロック信号発生回路１５１からの
クロック信号ＳＴ０がフリップフロップ１３０、１３２のラッチ入力に与えられ、比較器
２７のＰ＝Ｑ端子、Ｐ＞Ｑ端子の出力信号はそれぞれフリップフロップ１３０、１３２の
データ入力Ｄに与えられる。
【０１８６】
３相タイミング発生回路１２２は、例えば、オアゲート１３４の出力をそのデータ入力Ｄ
に入力するＤ型フリップフロップ１４０、１４２と、該フリップフロップ１４０のＱ出力
、Ｑバー出力をそれぞれ入力するアンドゲート１４４、１４６と、該アンドゲート１４４
、１４６の出力を入力するオアゲート１４８と、フリップフロップ１４２のＱ出力、Ｑバ
ー出力をそれぞれ入力するアンドゲート１５０、１５２と、該アンドゲート１５０、１５
２の出力を入力するオアゲート１５４と、インバータ１５６を有する。アンドゲート１４
４、１５０の他方入力にはマイクロコンピュータ８からの反転表示制御信号１５８が、ア
ンドゲート１４６、１５２の他方入力には該信号１５８をインバータ１５６を介して入力
される。該反転表示制御信号１５８は例えば、ローレベルで通常表示（バックを黒、波形
を輝点、この例の場合はシアン色）、ハイレベルでは反転表示となり、バックが白色で波
形は暗色点となる（この例では波形は暗赤色となる）。
【０１８７】
補間回路１２８、及び３相タイミング発生回路１２２の動作を図３７、図３８を用いて説
明する。補間回路１２８において、オアゲート１３４における比較器２７のＰ＝Ｑ端子の
出力と、フリップフロップ１３０のＱ出力端子の出力との論理和を示す信号１６０は、表
示用ラインメモリ４００から読み出された表示波形データを示す。一方、排他的論理和回
路１３６の出力信号１６１は補間データを示す。
【０１８８】
３相タイミング発生回路１２２では、これら信号１６０、１６１に基づき、表示用ライン
メモリ４００から読み出された波形データに基づく表示データ（表示点データ：波形とし
て表示すべき点を示すデータ）Ｂ、Ｇ（２４Ｂ、２４Ｇ）を出力すると共に、補間データ
に基づく表示データＢ、Ｇ（２４Ｂ、２４Ｇ）を出力する。
【０１８９】
先ず、表示用ラインメモリ４００から読み出された表示波形データに基づく表示データＢ
、Ｇ（２４Ｂ、２４Ｇ）の生成、表示について図３７を用いて説明する。図中（ａ）は比
較器２７の出力端子Ｐ＝ＱからのラインＬＨ０、ＬＨ１、ＬＨ６の表示データを示し、（
ｂ）はラインＬＨ０、ＬＨ１、ＬＨ６の信号１６０を示し、（ｃ）はデコーダ＆セレクタ
１２０からの信号ＳＴ０を示し、（ｄ）はデコーダ＆セレクタ１２０からの奇数及び偶数
ライン用のクロック信号Ｂｃｌｋを示し、（ｅ）は奇数及び偶数ライン用のクロック信号
Ｇｃｌｋを示し、（ｆ）は偶数ラインＬＨ０の出力表示データＢ、Ｇ（２４Ｂ、２４Ｇ）
、（ｇ）は奇数ラインＬＨ１の出力表示データＢ、Ｇ（２４Ｂ、２４Ｇ）、（ｈ）は偶数
ラインＬＨ６の出力表示データＢ、Ｇ（２４Ｂ、２４Ｇ）を示す。また（ｉ）はＬＣＤ表
示部６０の表示画面を示す。尚、（ｆ）～（ｈ）に示す表示データＢ、Ｇの出力タイミン
グと（ｉ）に示す表示画面の表示データの発光タイミングとは対応させて図示している。
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これは図３８においても同様である。
【０１９０】
例えば、偶数ラインＬＨ０の青の表示データの表示について説明する。この場合に３相タ
イミング発生回路１２２のフリップフロップ１４０で処理される補間回路１２８からの信
号１６０は図３７の（ｂ）の▲１▼に示すデータであり、そのデータを表示するタイミン
グを決定するクロック信号Ｂｃｌｋは図３７の（ｄ）の▲２▼に示すクロック信号である
。
【０１９１】
まず、時刻ｔ３での該クロック信号の立ち上がりにおいて信号１６０はラッチされるが信
号１６０はそれまでローレベルであるので出力表示データ（ｆ）ラインＬＨＯ－Ｂもロー
レベルである。次に、時刻ｔ５での該クロック信号の立ち上がりにおいて信号１６０はハ
イレベルであるので出力表示データ（ｆ）ＬＨＯ－Ｂもハイレベルとなる。次に、時刻ｔ
７での該（ｄ）ＢＣＬＫ▲２▼のクロック信号の立ち上がりにおいて信号１６０（（ｂ）
▲１▼）はローレベルとなるので出力表示（ｆ）ラインＬＨＯデータＢもローレベルとな
る。従って、ラインＬＨ０の表示データＢは時刻ｔ５－ｔ７の間ハイレベルとなる。従っ
て、ＬＣＤ表示部６０においては座標Ｘ４に対応するＢＧ画素５０２が発光される。
【０１９２】
同様にして、奇数ライン（例えばＬＨ１）の青の表示データについては、３相タイミング
発生回路１２２のフリップフロップ１４０に入力される図１７の（ｂ）の▲２▼に示すデ
ータと、図３７の（ｄ）の▲１▼に示すクロック信号Ｂｃｌｋに基づいて生成される。
【０１９３】
同様にして、緑の表示データについては、３相タイミング発生回路１２２のフリップフロ
ップ１４２に入力される信号１６０とクロック信号Ｇｃｌｋにより生成される。
【０１９４】
こうして、図３７の（ｉ）に四角で囲み斜線で示すように青、緑の画素（Ｂ、Ｇ）５００
、５０４、５０８、５１０等が発光する。こうして、図中に斜線で示すように、表示用ラ
インメモリ４００から読み出された表示波形データに基づく表示データＢ、Ｇ（２４Ｂ、
２４Ｇ）により画素が発光される。尚、図３７の（ｉ）の○で囲んだ表示データＢ、Ｇは
補間データに基づく表示画素を示す。
【０１９５】
次に補間データに基づく表示データＢ、Ｇ（２４Ｂ、２４Ｇ）の生成、表示について図３
８を用いて説明する。
【０１９６】
図中（ａ）は比較器２７の出力端子Ｐ＞ＱからのラインＬＨ１～ＬＨ５の表示データを示
す。尚、最上ライン、及び最下ラインＬＨ０、ＬＨ２５５では補間は行われないので、出
力端子Ｐ＞Ｑからこれらのラインの補間データは出力されない。（ｂ）はラインＬＨ１～
ＬＨ５に対する補間回路１２８のフリップフロップ１３２のＱ出力を示し、（ｃ）はライ
ンＬＨ１～ＬＨ５に対する補間データ信号１６０を示し、（ｄ）はクロック信号発生回路
１５１のデコーダ＆セレクタ１２０からの奇数及び偶数ライン用のクロック信号Ｂｃｌｋ
を示し、（ｅ）は同じく奇数及び偶数ライン用のクロック信号Ｇｃｌｋを示し、（ｆ）は
奇数ラインＬＨ１の補間表示データＢ、Ｇ（図３０の３相タイミング発生回路１２２の２
４Ｂ、２４Ｇ）、（ｇ）は偶数ラインＬＨ２、４の補間表示データＢ、Ｇ（同じく図１１
の２４Ｂ、２４Ｇ）、（ｈ）は奇数ラインＬＨ３、５の補間表示データＢ、Ｇ（同じく図
１１の２４Ｂ、２４Ｇ）を示す。また（ｉ）はＬＣＤ表示部６０の表示画面を示す。
【０１９７】
例えば、奇数ラインＬＨ１の青の補間表示データについて説明する。この場合に３相タイ
ミング発生回路１２２のフリップフロップ１３２で処理される信号１６１は ３８の（ｃ
）の▲１▼に示すデータであり、クロック信号発生回路１５１からのクロック信号Ｂｃｌ
ｋは図３８の（ｄ）の▲１▼に示すクロック信号である。まず時刻ｔ２での該クロック信
号の立ち上がりにおいて信号１６１はラッチされるが信号１６１はローレベルであるので
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（ｆ）のラインＬＨ１の補間表示データＢもローレベルである。次に、時刻ｔ４での該ク
ロック信号の立ち上がりにおいて信号１６１はハイレベルであるので補間表示データＢも
ハイレベルとなる。次に、時刻ｔ６での該クロック信号の立ち上がりにおいても信号１６
１はハイレベルであるので補間表示データＢはハイレベルのままとなる。次に時刻ｔ８で
の該クロック信号の立ち上がりにおいて信号１６１はローレベルとなるので補間表示デー
タＢもローレベルとなる。従って、ラインＬＨ１の補間表示データＢは時刻ｔ４－ｔ８の
間ハイレベルとなる。従って、ＬＣＤ表示部６０においては座標Ｘ３に対応するＢ画素５
０６が発光される。
【０１９８】
同様にして、図３８の（ｉ）に○で示すように青、緑の画素（Ｂ、Ｇ）５０８、５１２、
５１４、５２０、５２２、５２４等が発光する。こうして、図中に○で示すように、補間
表示波形データに基づく表示データＢ、Ｇ（２４Ｂ、２４Ｇ）により画素が発光される。
【０１９９】
こうして、図３７、３８の（ｉ）から明らかなように、水平方向では、青、緑一対の画素
５００、５０２で座標Ｘ３の１つの表示単位となり、一対の画素５０２、５０４で座標Ｘ
４の表示単位となる。
【０２００】
一方、垂直方向では、補間データにより垂直方向に表示される一本の波形ラインは、各ラ
インＬＨ１～ＬＨ５において１つの画素（例えば５１２、５１４）で表示されるため、波
形データをシャープな細い線で表示される。
【０２０１】
上記図３０に示す別実施例において、補間回路１２８からの波形データに加え、文字デー
タの表示も行う場合は、図３９に示すように３相タイミング発生回路１２２を構成する。
即ち、各Ｄ型フリップフロップ１４０、１４２のデータ入力Ｄ側にオアゲート１７０、１
７２を設け、各オアゲートの入力にオアゲート１３４の出力表示データと共に図示しない
文字表示用メモリからの文字データも入力させ、該各オアゲートの出力を対応するフリッ
プフロップのデータ入力Ｄに入力すれば良い。
【０２０２】
また、上記実施例は青と緑の画素を発光させて黄色のデータを表示させているが、他の２
色の組み合わせによる色のデータを表示させるようにすることもクロック信号Ｒｃｌｋを
用いて容易に実現できる。
【０２０３】
次に、本実施例を適用した種々のデジタルオシロスコープ動作時のデータ表示方法を以下
に説明する。
【０２０４】
図４０に示す例においては、各水平走査方向のライン（ＬＨ）の１番目の画素グループを
Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１とし、２番目の画素グループをそれぞれＲ２・Ｇ２・Ｂ２とし、例えば
１水平走査ラインおきに発光させるとすると、例えば、印加された第１のデータでライン
ＬＨｎの１番目の画素グループのドットＲ１・Ｇ１・Ｂ１を発光させ、第２のデータでラ
インＬＨｎ＋２の１番目の画素グループと２番目の画素グループの一部のドットＧ１・Ｂ
１・Ｒ２を発光させ、第３のデータでラインＬＨｎ＋４の一番目の画素グループと２番目
の画素グループの一部のドットＢ１・Ｒ２・Ｇ２を発光させる。すなわち、Ｒ・Ｇ・Ｂの
各ドットそれぞれに対応して座標軸があるため、印加するデータにより発光させるＲ・Ｇ
・Ｂ画素グループを一部重複させたグループとして発光させていくものである。
【０２０５】
この表示方法による水平表示分解能は、１グループのドットＲ・Ｇ・Ｂの発光が分解能単
位となるため、（図４０の座標Ｘ１・Ｘ２・Ｘ３・Ｘ４・Ｘ５・・・で示す分解能となる
）図４４で説明した技術の表示方法による水平表示分解能の３倍に向上している。
【０２０６】
例えば、図４０で示した波形を図４４の技術で表示すると、図４０のラインＬＨｎの画素
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Ｒ、Ｇ、Ｂは表示されるが、ラインＬＨｎ＋２、ラインＬＨｎ＋４の表示は行われず波形
表示が連続した線に見えなくなってしまう。
【０２０７】
次に図４１に示すように、カラーＬＣＤ表示部６０のＲ・Ｇ・Ｂ画素配列がデルタ配列で
、水平方向のラインＬＨｎ及びＬＨ（ｎ＋偶数）にＧ・Ｒ・Ｂ・Ｇ・Ｒ・Ｂ・・・と、ラ
インＬＨ（ｎ＋奇数）にＢ・Ｇ・Ｒ・Ｂ・Ｇ・Ｒ・・・と画素が並んでいる場合を例に説
明する。
【０２０８】
図４１に示すようにラインＬＨｎおよびＬＨ（ｎ＋偶数）の１番目の画素グループをそれ
ぞれＧ１・Ｒ１・Ｂ１、２番目の画素グループをそれぞれＧ２・Ｒ２・Ｂ２とし、ライン
ＬＨ（ｎ＋奇数）の１番目の画素グループをそれぞれＢ１・Ｇ１・Ｒ１、２番目の画素グ
ループをそれぞれＢ２・Ｇ２・Ｒ２とし、例えば画素ＧとＲを発光（イエローの光となる
）させると、ラインＬＨｎでは印加された第１のデータで１番目の画素グループのＧ１・
Ｒ１を発光させ、第２のデータではラインＬＨｎ＋２の１番目の画素グループと２番目の
画素グループの一部の画素Ｒ１・Ｇ２を発光させ、第３のデータでラインＬＨｎ＋４の２
番目の画素グループのＧ２・Ｒ２と発光させる。また、ラインＬＨｎ＋１では印加した第
１のデータで１番目の画素グループのＧ１（たまたまＲを発光させる画素が欠如している
ので）を発光させ、第２のデータでラインＬＨｎ＋３の１番目の画素グループのＧ１・Ｒ
１を発光し、第３のデータでラインＬＨｎ＋５の１番目の画素グループと２番目の画素グ
ループの一部の画素Ｒ１・Ｇ２を発光させるようにする。
【０２０９】
この表示方法による表示分解能は、１グループの画素Ｇ・Ｒの発光が分解能単位となるた
め、（図４１の座標Ｘ１・Ｘ２・Ｘ３・Ｘ４・Ｘ５・・・で示す分解能となる）図４５に
示した表示方法による垂直表示分解能の２倍に向上することができる。
【０２１０】
さらに、他の表示例を図４２により説明する。図４２は、カラーＬＣＤ表示部６０の画素
の一部を拡大して示したものである。なお、図４２においてはＸ座標の座標点（Ｘ１・Ｘ
２・・・）に合わせて表示データが発生する。
【０２１１】
図４２に示すように、図４０と同じくカラーＬＣＤ表示部のＲ・Ｇ・Ｂ画素配列が水平方
向にＲ・Ｇ・Ｂ・Ｒ・Ｇ・Ｂ・・・と複数並んでいる場合を例に取ると、各ラインそれぞ
れ１番目の画素グループをＲ１・Ｇ１・Ｂ１、２番目の画素グループをＲ２・Ｇ２・Ｂ２
・・・とすると、印加された第１のデータでラインＬＨｎの１番目の画素グループのＲ１
・Ｇ１・Ｂ１の何れか１つの画素、例えばＲ１を発光させないようにし、第２のデータで
ラインＬＨｎ＋２の１番目の画素グループのＲ１・Ｇ１・Ｂ１の何れか１つの画素、例え
ばＧ１、第３のデータでラインＬＨｎ＋４の１番目の画素グループのＲ１・Ｇ１・Ｂ１の
何れか１つの画素、例えばＢ１・・・と発光させないようにする。他の画素すべてを発光
することにより、黒表示（反転表示）のデータ表示を行うものである。
【０２１２】
この表示方法による水平表示分解能は、１グループの発光していない１画素が単位となる
ため、図４２の座標Ｘ１・Ｘ２・Ｘ３・Ｘ４・Ｘ５・・・で示す表示単位となり、図４４
に示した表示方法による水平表示分解能の３倍に向上している。
【０２１３】
本実施例によれば、ビデオ映像とオシロスコープやビデオ波形を表示チャネルごとに細い
シャープな線で色別表示でき大変に観測しやすい小型軽量化を図ったオシロスコープを提
供することができる。
【０２１４】
【発明の効果】
以上説明したように、映像機器の調整保守にはオシロスコープ、ビデオモニタ、ベクトル
スコープ、波形モニタは必需品であり、これら機能を合わせ持つことにより、持ち運び等

10

20

30

40

50

(26) JP 3909882 B2 2007.4.25



の機動性に優れる。また、１つのＬＣＤを共有することにより、低価格で提供できる。更
に最適な実施例においてはＡＶ用ＬＣＤであるため、より安価に構成することができる。
【０２１５】
オシロスコープあるいは、ベクトルスコープ、波形モニタとしての動作時にも画素数の少
ないカラードットマトリックス表示器（特に例えばＡＶ用ＬＣＤ）を使用しても、各画素
を、データに基づく制御により少なくとも１つの画素（Ｒ、Ｇ、Ｂの内の１つのドット）
単位の座標点でデータを発生し、表示を行うことにより、水平表示分解能を向上させるこ
とができ、ひいてはこれらの波形表示品位を向上することができる。同じく、ドット単位
の制御が可能なため、各実施例でも説明したように、例えば比較的安価なテレビ受像機用
のＬＣＤを使用した場合でも、オシロスコープ、ベクトルスコープ、波形モニタの表示器
として使用しうる高解像度の表示が可能となる。このため、非常に安価なビデオ観測機能
付きのカラーオシロスコープを提供することができる。
【０２１６】
本発明では更にデジタルオシロスコープの表示において、画素（表示単位）を小さく表わ
すことができる。このため、表示器としてＣＲＴを用いたものより、より小型のカラード
ットマトリックス平面表示器を用いることができる。　従って、本発明ではより小型軽量
のカラードットマトリックス平面表示器を用いて、オシロスコープ、ベクトルスコープ、
ビデオ信号波形表示（波形モニタ）としても、例えばバッテリー駆動で動作する小形携帯
用のビデオ入力付きオシロスコープを実現することもできる。
【０２１７】
本発明によれば、例えば小型ビデオカメラと組み合わせることにより、例えば、地下ケー
ブル等の人の入れない場所においても、小型カメラの映像を見ながら必要に応じて、表示
切変器の切り変えにより、ケーブルの信号波形を観測することができる。
【０２１８】
また、ＣＡＴＶチューナーと組み合わせることにより、ＣＡＴＶ信号を映像モニタとして
モニタしながら必要に応じてオシロスコープでその信号を観測することもできる。
【０２１９】
更に、特に、ビデオ波形モニタ、ベクトルスコープの動作時には重ね書き表示により、ア
ナログ表示に近い階調波形が表示ができるため、違和感なく観測することができる。もち
ろんこの階調表示はオシロスコープとしての表示の時にも使用することができるため、ア
ナログオシロスコープでは軽観測をするときのような自然な波形を観測することができる
。
【０２２０】
映像機器の保守サービス、据付では、波形モニタ、ベクトルスコープ、ピクチャーモニタ
、オシロスコープは必需品となっている。現状はそれぞれの測定器を持っていく必要があ
り、現地への移動は大変でありこれらの測定器が一体でかつ携帯形の測定器が望まれてい
たが本発明によりこれらの問題点は解決する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例によるビデオ信号入力を有するオシロスコープの全体構成を示
す概略ブロック図。
【図２】本発明の一実施例を示すベクトルスコープ、波形モニタ、ビデオモニタ機能を有
するオシロスコープの一実施例のブロック図。
【図３】本発明の一実施例の波形モニタ回路の一例を示すブロック図。
【図４】本発明の一実施例の階調処理回路の回路図。
【図５】本発明の一実施例によるビデオ信号入力を有するオシロスコープの一部構成を示
す概略ブロック図。
【図６】本発明を説明するためのＬＣＤの概略構造図。
【図７】本発明の実施例を説明する３相タイミングを説明するための信号波形を示したタ
イミングチャート。
【図８】本発明の実施例の３相タイミング回路の回路図。
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【図９】本発明の実施例の３相タイミングのタイミングチャート。
【図１０】本発明の実施例の３相タイミング回路の回路図。
【図１１】従来技術例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の説明図。
【図１２】従来技術例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の説明図。
【図１３】従来技術例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の説明図。
【図１４】本発明の実施例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の説明図。
【図１５】本発明の実施例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の説明図。
【図１６】本発明の実施例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の補間データの表
示の一実施例の説明図。
【図１７】従来のカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の補間データの表示の説明図。
【図１８】本発明の一実施例によるビデオ信号入力を有するオシロスコープの全体構成を
示す概略ブロック図。
【図１９】本発明の実施例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の説明図。
【図２０】本発明の一実施例によるビデオ信号入力を有するオシロスコープの一部構成を
示す概略ブロック図。
【図２１】本発明の実施例のタイミングのタイミングチャート。
【図２２】本発明の実施例のアクイジションメモリの説明図。
【図２３】本発明の実施例のＶＲＡＭの説明図。
【図２４】本発明の実施例の階調処理動作の説明図。
【図２５】本発明の実施例のＶＲＡＭ動作の説明図。
【図２６】本発明の実施例のＶＲＡＭ動作の説明図。
【図２７】本発明の実施例のＶＲＡＭ動作の説明図。
【図２８】本発明の実施例の階調処理動作の説明図。
【図２９】本発明の一実施例によるビデオ信号入力を有するオシロスコープの一部構成を
示す概略ブロック図。
【図３０】本発明の一実施例によるビデオ信号入力を有するオシロスコープの一部構成を
示す概略ブロック図。
【図３１】本発明の実施例におけるタイミングチャート。
【図３２】本発明の実施例におけるクロック信号発生回路の回路図。
【図３３】本発明の実施例におけるクロック信号発生回路の回路図。
【図３４】本発明の実施例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の説明図。
【図３５】本発明の実施例におけるタイミングチャート。
【図３６】本発明の実施例におけるメモリ動作とタイミングとの関係を示す動作説明図
【図３７】本発明の実施例におけるＬＣＤ表示とタイミングとの関係を示す動作説明図
【図３８】本発明の実施例におけるＬＣＤ表示とタイミングとの関係を示す動作説明図
【図３９】本発明の実施例の３相タイミング回路の回路図。
【図４０】本発明の実施例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の説明図。
【図４１】本発明の実施例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の説明図。
【図４２】本発明の実施例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の説明図。
【図４３】本発明の実施例の３相タイミング回路の回路図。
【図４４】従来例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の説明図。
【図４５】従来例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の説明図。
【図４６】本発明の実施例説明のためのカラーＬＣＤ表示部の拡大画面の説明図。
【符号の説明】
１　アナログ処理回路、　３ａ、３ｂ　アクイジションメモリ、　４　表示用メモリ、　
７　カラードットマトリックス表示、　８　マイクロコンピュータ、９　表示制御部、　
１０　ドットスキャン回路、　１１　ＶＯＯ、　１２　分周器、　１６　同期信号発生回
路、　２５　ＰＬＬ、　２３　色制御回路、　５２　ＶＲＡＭ、　６０　カラーＬＣＤ表
示部、　７０　カラーＬＣＤ、　７２　ラインアドレス（垂直アドレス）発生回路、　１
２２　３相タイミング発生回路、　１２８　補間回路、　４００　表示用ラインメモリ、
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　９００　表制御部、９０１　表示制御部、　１０００ピクチャモニタ回路、　１００１
　オシロスコープ側回路ブロック、　１００２　ビデオ信号入力ブロック、　１００３　
切換回路、　１００５　ビデオ信号入力端子、　１００６　波形モニタ回路、　１００７
　ベクトルスコープ回路、　１００８　ピクチャーモニタ回路、　１１１４　信号切換回
路、　１１３１　階調処理回路、　１０２１　ビデオクロマ信号処理部、　１０２２　同
期再生回路、　１１３２　γ補正極性反転回路、

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】
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【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】
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【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】

【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】
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【 図 ４ ２ 】 【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】 【 図 ４ ５ 】
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【 図 ４ ６ 】
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